
明
恵
撰
『
摧
邪
輪
』
巻
下

訓
・
註

試
稿
（
二
）

米

澤

実
江
子

承
前
（『
佛
教
大
学

法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
既
刊
号
）

キ
ー
ワ
ー
ド

明
恵
・『
摧
邪
輪
』・
訓
読
文
・
註
記

【
報
告
範
囲
】

巻
下
「
八
丁
裏
十
行
目
よ
り
十
八
丁
表
七
行
目
」（『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
六
八
頁
上

〜
三
七
二
頁
）
ま
で
を
挙
げ
「
試
稿
」
と
し
た
。

【
凡
例
】

一
、
底
本
は
、
佛
教
大
学
附
属
図
書
館
「
寛
永
年
間
版
（
貴
重
書

Ｇ
極
楽
寺
／

3
7
7
）」
と
し
、
始
め
に
書
き
下
し
該
当
箇
所
を
翻
刻
し
、
次
に
書
き
下

し
と
そ
の
註
記
（
通
し
番
号
）
を
挙
げ
た
。

一
、
翻
刻
・
書
き
下
し
に
あ
た
っ
て
は
、
下
巻
よ
り
、
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

一
、
翻
刻
部
、【

】
の
内
、
丁
数
と
オ
（
ウ
）
を
示
す
場
合
は
、
底
本
の
丁
数

と
そ
の
表
（
裏
）
を
指
し
、
漢
数
字
と
上
（
下
）
を
示
す
場
合
は
『
鎌
倉
旧

仏
教
』
翻
刻
部
の
頁
と
そ
の
上
（
下
）
を
指
す
。

一
、〈

〉
は
原
割
り
注
。

一
、
訓
読
文
に
お
い
て
、
返
点
・
送
り
仮
名
は
、
原
則
底
本
に
従
っ
た
が
、
送
り

仮
名
は
適
宜
補
っ
た
。

一
、
訓
読
文
に
お
い
て
、
典
籍
引
用
部
は
改
行
し
て
二
文
字
下
げ
た
。
ま
た
引
用

末
の
「
〜
云
々
（
云
云
）」
は
、「
〜
、
と
云
々
（
云
云
）」
と
し
た
。

一
、
訓
読
文
に
お
い
て
、
明
恵
の
設
問
と
そ
の
答
え
は
、
そ
れ
ぞ
れ
改
行
し
た
。

一
、
註
記
に
お
け
る
引
用
出
典
の
略
称
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

『
昭
法
全
』（『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』）

『
浄
全
』（『
浄
土
宗
全
書
』）

『
大
正
蔵
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』）

『
望
仏
』（『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
増
訂
版
）

『
中
仏
』（
中
村
元
著
『
広
説
仏
教
語
大
辞
典
』）

『
織
田
仏
』（
織
田
得
能
著
『
織
田
仏
教
大
辞
典
』）

明
恵
撰
『
摧
邪
輪
』
巻
下

訓
・
註

試
稿
（
二
）（
米
澤
実
江
子
）

八
三



『
大
漢
和
』（
諸
橋
轍
次
著
『
大
漢
和
辞
典
』）

『
日
国
』（『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
）

『
漢
和
大
辞
典
』（
藤
堂
明
保
編
『
学
研

漢
和
大
辞
典
』）

〔
付
記
〕

当
研
究
班
課
題
の
底
本
と
し
て
、
佛
教
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
を
使
用
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
佛
教
大
学
附
属
図
書
館
の
ご
厚
情
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
八
丁
ウ
／
三
六
八
頁
上
】

《
翻
刻
》

問
。
若シ

如ク
ナ
ラ
ハ

飲
所ノ

飲言フ

者ハ

、
念
仏
善ハ

【
九
丁
オ
】
通シ

テ

多
善ニ

一為ス

飲体ト

。
然
者ハ

、
何カ

故ソ

前ニ

所ノ

引ク

善
【
三
六
八
頁
下
】
導ノ

疏ニ

、
挙ク

ル壱問
端ヲ

一中ニ

云ク

、
備
修シ

テ

衆
行ヲ

一、
但
能ク

迴
-向ス

ル
ニ、

皆
得
壱往
生ヲ

一。
何ヲ

-以テ
カ、

仏
光
普ク

照ス
ニ、

唯
摂ス

ル

念
仏
者ヲ

一有ル

何ノ

意カ

一也ヤ

〈
文
〉。
此ノ

中ニ

、

衆
行ノ

外ニ

既ニ

出ス

壱念
仏
善ヲ

一。
明
知ヌ

。
二
行
遂ニ

有リ

差
別
一。
何
可キ

会ス

之ヲ

一乎ヤ

。
答
。
依ニ

善
導ノ

意ニ

一、
世
間
孝
養
父
母
等ノ

善
、
未タカ

飲親
-壱縁
如
来ノ

身
心ヲ

一故ニ

、
不ス

飲名
壱念
仏ト

一。
然ニ

依テ

壱迴

向
力ニ

一、
猶
得
壱往
生ヲ

一。
況ヤ

中
品
下
生ノ

人
、
雖ト

モ飲修ス
ト壱世

福ヲ

一、
未タス

飲希
-壱求セ

出
-離ヲ

一、
如ノ

此ノ

一疎
縁
未
熟ノ

行ハ

、
不ス

飲発セ

三
昧ヲ

一、
難シ

飲得
一
心ヲ

一。

《
訓
》

問
ふ
。
若
し
言
ふ
と
こ
ろ
の
ご
と
く
な
ら
ば
、
念
仏
善
は
、
多
善
に
通
じ
て
体

と
す
。
然
ら
ば
、
何
が
故
ぞ
、
前
に
引
く
と
こ
ろ
の
善
導
の
『
疏
』
に
、
問
端
を

挙
ぐ
る
中
に
云
く
、

備
さ
に
衆
行
を
修
し
て
、
た
だ
能
く
迴
向
す
る
に
、
皆
往
生
を
得
。
何
を
以

て
か
、
仏
光
普
く
照
す
に
、
た
だ
念
仏
者
を
摂
す
る
。
何
の
意
か
有
る
や(1

)

〈
文
〉。

此
の
中
に
、
衆
行
の
外
に
既
に
念
仏
善
を
出
す
。
明
ら
か
に
知
り
ぬ
。
二
行
遂

に
差
別
有
り
。
何
ぞ
之
を
会
す
べ
き
や
。

答
ふ
。
善
導
の
意
に
依
る
に
、
世
間
孝
養
父
母
等
の
善
、
未
だ
如
来
の
身
心
を

親
縁
せ
ざ
る
が
故
に
、
念
仏
と
名
づ
け
ず
。
然
る
に
、
迴
向
力
に
依
り
て
、
猶
し

往
生
を
得
。
況
ん
や
、
中
品
下
生
の
人
、
世
福
を
修
す
と
雖
ど
も
、
未
だ
出
離
を

希
求
せ
ず
。
此
の
ご
と
き
の
踈
縁
未
熟
の
行
は
、
三
昧
を
発
せ
ず
、
一
心(2
)を

得
難

し
。註(1

)
善
導
『
観
経
疏
』、『
大
正
蔵
』
三
七
、
二
六
八
頁
上
。

(2
)
「
一
心
」、
究
極
の
於
根
底
と
し
て
の
心
・
心
を
統
一
す
る
こ
と
・
精
神
統
一
・

禅
定
（『
中
仏
』
上
、
七
二
頁
）。

《
翻
刻
》

迴
-向ノ

位ニ

雖ト
モ飲有ト

壱念
仏ノ

義
一〈
本
識ノ

業
種ヲ

為ス

壱因
縁
縁ト

一。
求
生ノ

心ヲ

為
次
第
縁ト

一。
極
楽ノ

依
正ヲ

為ス

所
縁
縁ト

一。
余
法
不
碍ヲ

為ス

壱増
上
縁ト

一。
依テ

此ニ

一有カ

壱念
仏
心
生ル

カ
コ
ト
一
故ニ

、
起
壱迴

向ノ

善
根ヲ

一。
往
生
浄
土ノ

六
因
四
縁
分
別ノ

義
、
可シ

飲見
壱孔
目
章
一〈
云
云
〉。
非カ

壱恒
時

相
続ニ

一故ニ

、
謂ク

、
称シ

壱名
字ヲ

一観ス
ル壱相

好ヲ

一等ハ

、
初
中
後ノ

心
、
恒ニ

縁ス

壱仏
境ヲ

一。
如
鰯彼ノ

廻シ
テ

世
【
九
丁
ウ
】
善ヲ

一生ス
ル茨等ラ

者ハ

、
後
時ニ

雖ト
モ飲縁ス
ト

仏
境ヲ

一、
初
中ノ

心
、
於テ

壱余
境ノ

上ニ

一転ス

。

是ノ

故ニ

、
念
仏ノ

外ニ

出ス

之ヲ

一也
。
此レ

亦
約シ

テ

一
類ニ

一作ス

此ノ

説ヲ

一。
一
切
未タス

必シ
モ

例セ

之ニ

一。

《
訓
》

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
一
〇
号

八
四



迴
向
の
位
に
念
仏
の
義
有
り
と
雖
ど
も
〈
本
識(3

)の
業
種(4

)を
因
縁
縁
と
す
。
求
生

の
心
を
次
第
縁
と
す
。
極
楽
の
依
正
を
所
縁
縁
と
す
。
余
法
不
碍
を
増
上
縁
と
す
。

此
に
依
り
て
、
念
仏
心
生
る
が
こ
と
有
る
が
故
に
、
迴
向
の
善
根
を
起
こ
す
。
往

生
浄
土
の
六
因
四
縁
分
別
の
義
、『
孔
目
章(5

)』
を
見
る
べ
し
〈
云
云
〉。
恒
時
相
続

に
非
ざ
る
が
故
に
、
謂
く
、
名
字
を
称
し
相
好
を
観
ず
る
等
は
、
初
中
後
の
心
、

恒
に
仏
境(6
)を

縁
ず
。
彼
の
世
善
を
迴
ら
し
て
生
ず
る
か
ご
と
き
ら
は
、
後
の
時
に

仏
境
を
縁
ず
と
雖
ど
も
、
初
中
の
心
、
余
境
の
上
に
お
い
て
転
ず
。
是
の
故
に
、

念
仏
の
外
に
之
を
出
す
な
り
。
此
れ
も
ま
た
、
一
類
に
約
し
て
此
の
説
を
作
す
。

一
切
、
未
だ
必
ず
し
も
之
に
例
せ
ず
。

註(3
)
「
本
識
」、
根
本
的
な
識
・
阿
頼
耶
識
（『
中
仏
』
下
、
一
五
四
七
頁
）。

(4
)
「
業
種
」、
善
悪
の
業
が
苦
楽
の
果
を
生
ず
る
こ
と
を
植
物
の
種
子
に
た
と
え
て

い
う
・
業
が
本
来
の
果
の
種
子
に
な
る
こ
と
を
い
う
（『
中
仏
』
上
、
四
三
七
頁
）。

(5
)
智
儼
『
華
厳
経
内
章
門
等
雑
孔
目
章
』「
第
三
明
壱往
生
因
縁
一者
、
謂
得
壱往
生
一、

由
壱六
因
縁
一成
。
四
縁
者
、
一
因
縁
。
二
等
無
間
縁
、
亦
云
次
第
縁
。
三
所
縁
、

亦
云
縁
縁
。
四
増
上
縁
。
本
識
業
種
為
壱因
縁
一、
求
生
心
為
壱次
第
縁
一、
浄
土
等
境

為
縁
縁
一、
余
法
不
礙
為
壱増
上
縁
一。
六
因
者
、
一
能
作
因
、
亦
壱云
所
作
因
一。
二
倶

有
因
、
亦
云
壱共
有
因
一。
三
相
応
因
。
四
同
類
因
、
亦
云
壱自
分
因
一。
五
遍
因
、
亦

云
壱遍
行
因
一。
六
異
熟
果
因
、
亦
云
壱報
因
一」、『
大
正
蔵
』
四
五
、
五
七
七
頁
上
。

「
四
縁
」、
万
物
が
生
ず
る
場
合
、
広
く
原
因
と
な
る
も
の
を
四
種
に
分
類
し
た

も
の
（『
中
仏
』〔
縮
刷
〕
五
〇
八
頁
）。

(6
)
「
仏
境
」、
仏
の
境
地
・
仏
の
認
識
領
域
（『
中
仏
』
下
、
一
四
五
二
頁
）。

《
翻
刻
》

是ノ

故ニ

、
善
導ノ

意ハ

、
雖ト

モ鰯以テ

壱称
名ヲ

一為ス
ト院門ト

、
所ノ

飲引ク

念
仏ノ

文ノ

中ニ

、
亦
通シ

テ壱多
善ニ

一取ル

之ヲ

一。

即チ

観
念
法
門ニ

云ク

、
問
曰
、
仏
勧メ

テ壱一
切
衆
生ヲ

一発シ
テ壱菩

提
心ヲ

一、
願シ

ム溢生ル
コ
ト
ヲ

壱
西
方
弥
陀

仏
国ニ

一。
又
勧メ

テ

造テ

壱阿
弥
陀ノ

像ヲ

一、
称
-揚
礼
-拝シ

、
香
華
供
-養シ

、
日
-夜ニ

観
-想シ

テ

不ラ
シ
ム

飲絶ヘ

。
又
勧メ

テ

専
壱念セ

シ
ム
ル
コ
ト

弥
陀
仏
名ヲ

一一
万
二
万
三
万
五
万
乃
至
十
万セ

ム

者モ
ノ

、
或

勧メ
テ

誦ス
ル
コ
ト

壱
弥
陀
経ヲ

一十
五
二
十
三
十
五
十
一
百
、
満セ

ム壱十
万
遍ニ

一者ノ

、
現
生ニ

得ル

壱何ナ
ル

功
徳ヲ

カ一。
百
年
捨
報
已
-後ニ

有ル

壱何ノ

利
益カ

一。
得ヤ

溢生ル
コ
ト
ヲ

壱
浄
土ニ

一以
-不

イ

ナ

ヤ

。
答
曰
、
現
生
及ヒ

捨
報ニ

決
定シ

テ

有
大
功
徳
利
益
一。
准
-依シ

テ

仏
教ニ

一顕
-壱明ス

五
種ノ

増
上
利
【
十
丁
オ
】
益ノ

因
縁ヲ

一。
一
者
滅
罪
増
上
縁
、
二
者
護
念
得
長
命
増
上
縁
、
三
者
見
仏
増
上
縁
、
四

者
摂
生
増
上
縁
、
五
者
証
生
増
上
縁
。〈
乃
至
〉
又
依ル
ニ壱灌

頂
経ノ

第
三
巻ノ

説ニ

一云ク

、

若シ

人
、
受
-壱持ス
ル

三
帰
五
戒ヲ

一者ヲ
ハ、

仏
勅ス

壱天
帝ニ

一、
汝チ

差サ
シ
テ壱

天
神
六
十
一
人ヲ

一、
日
夜
年

月ニ

随
逐
守
【
三
六
九
頁
上
】
護シ

テ

受
戒
之ノ

人ヲ

一、
勿レ

飲令ル
コ
ト飲

獲エ

壱諸
悪
鬼
神ノ

横
相
悩
害ヲ

一。

此
亦
是レ

現
生
護
念
増
上
縁
。
又
如
壱浄
度
三
昧
経
説テ

云カ

一、
仏
告
壱瓶
沙
大
王ニ

一、
若シ

有テ

壱男
子
女
人
一、
於テ

壱月
月ノ

六
斉
日
及ヒ

八
王
日ニ

一、
向テ

壱天
曹
地
府
一一
切ノ

業
道
数
数ニ

首

-過シ

、
受
-壱持セ
ム

齋
戒ヲ

一者モ
ノ
ヲ
ハ、

仏
勅シ

テ壱六
欲
天
王ニ

一、
各
差サ

シ
テ壱

二
十
五ノ

善
神ヲ

一、
常ニ

来テ

随
逐

守
壱護シ

テ

持
戒
之ノ

人ヲ

一、
亦
不ス

逸令メ

溢有ラ

壱諸
悪
鬼
神
横ニ

来テ

悩
害ス

ル
コ
ト

一、
亦
無シ

テ壱横
病
死
亡ノ

災

障
一、
常ニ

得
【
十
丁
ウ
】
安
穏ナ

ル
コ
ト
ヲ

一。

此レ

亦
是レ

現
生
護
念
増
上
縁ナ

リ〈
已
上
〉。

《
訓
》

是
の
故
に
、
善
導
の
意
は
、
称
名
を
以
て
門
と
す
と
雖
ど
も
、
引
く
と
こ
ろ
の

念
仏
の
文
の
中
に
、
ま
た
多
善
に
通
じ
て
之
を
取
る
。
即
ち
『
観
念
法
門
』
に
云

く
、

問
ひ
て
曰
く
、
仏
、
一
切
衆
生
を
勧
め
て
、
菩
提
心
を
発
し
て
、
西
方
弥
陀

仏
国
に
生
る
こ
と
を
願
は
し
む
。
又
勧
め
て
、
阿
弥
陀
の
像
を
造
り
て
、
称

明
恵
撰
『
摧
邪
輪
』
巻
下

訓
・
註

試
稿
（
二
）（
米
澤
実
江
子
）

八
五



揚
礼
拜
し
、
香
華
供
養
し
、
日
夜
に
観
想
し
て
絶
へ
ざ
ら
し
む
。

又
勧
め
て
、
弥
陀
仏
名
を
專
念
せ
し
む
る
こ
と
、
一
万
・
二
万
・
三
万
・
五

万
乃
至
十
万
せ
ん
者
、
或
い
は
勧
め
て
『
弥
陀
経
』
を
誦
す
る
こ
と
、
十

五
・
二
十
・
三
十
・
五
十
・
一
百
、
十
万
遍
に
満
せ
ん
者
、
現
生
に
何
な
る

功
徳
を
か
得
る
。
百
年
捨
報(7
)已
後
に
何
の
利
益
か
有
る
。
浄
土
に
生
る
こ
と

を
得
る
や
い
な
や
。

答
へ
て
曰
く
、
現
生
及
び
捨
報
に
、
決
定
し
て
大
功
徳
利
益
有
り
。
仏
教
に

准
依
し
て
五
種
の
増
上
利
益
の
因
縁
を
顕
明
か
す
。
一
は
滅
罪
増
上
縁
。
二

は
護
念
得
長
命
増
上
縁
。
三
は
見
仏
増
上
縁
。
四
は
摂
生
増
上
縁
。
五
は
証

生
増
上
縁
。〈
乃
至
〉
又
『
灌
頂
経
』
の
第
三
巻
の
説
に
依
る
に
、
云
く
、

「
若
し
人
、
三
帰
・
五
戒
を
受
持
す
る
を
ば
、
仏
、
天
帝
に
勅
す
。
汝
、
天

神
六
十
一
人
を
差
し
て
、
日
夜
年
月
に
授
戒
の
人
を
随
逐
守
護
し
て
、
諸
悪

鬼
神
の
横
さ
ま
に
相あ

ひ

悩
害
す
る
こ
と
を
獲
し
む
る
こ
と
勿
れ(8

)」。
此
れ
も
ま

た
是
れ
、
現
生
護
念
増
上
縁
な
り
。

又
『
浄
度
三
昧
経
』
に
説
き
て
云
ふ
が
ご
と
し
。「
仏
、
瓶
沙
大
王
に
告
ぐ
。

若
し
、
男
子
女
人
有
り
て
、
月
月
の
六
齊
日
及
び
八
王
日
に
お
い
て
、
天

曹(9
)・

地
府(10

)に
向
ひ
て
、
一
切
の
業
道
、
数
数
に
首
過(11

)し
、
斎
戒
を
受
持
せ
ん

者
を
ば
、
仏
、
六
欲
天(12

)王
に
勅
し
て
、
各
、
二
十
五
の
善
神
を
差
し
て
、
常

に
来
り
て
随
逐
し
、
持
戒
の
人
を
守
護
し
て
、
ま
た
諸
悪
鬼
神
、
横
さ
ま
に

来
り
て
悩
害
す
る
こ
と
有
ら
し
め
ず
。
ま
た
横
病(13
)死

亡
の
災
障
無
く
し
て
、

常
に
安
穏
な
る
こ
と
を
得(14

)」。
此
れ
も
ま
た
是
れ
、
現
生
護
念
増
上
縁
な
り(15

)

〈
已
上
〉。

註(7
)
「
捨
報
」、
命
終
。

(8
)
【
参
考
】『
灌
頂
経
』
三
、『
大
正
蔵
』
二
一
、
五
〇
一
頁
下
〜
。

(9
)
「
天
曹
」、
天
の
神
（『
中
仏
』
下
、
一
二
一
八
頁
）。

(10
)
「
地
府
」、
豊
か
な
地
・
冥
界
・
冥
土
・
閻
魔
王
（『
日
国
』
八
、
一
三
八
一
頁
）。

(11
)
「
首
過
」、
自
ら
己
の
罪
を
述
べ
る
（『
大
漢
和
』
十
二
、
四
三
九
頁
）。

(12
)
「
六
欲
天
」、
三
界
の
内
、
欲
界
に
属
す
る
六
重
の
天
（
四
天
王
主
天
・
窘
利

天
・
夜
摩
天
・
兜
率
天
・
化
楽
天
・
化
他
自
在
天
）（『
中
仏
』
下
、
一
七
七
四

頁
）。

(13
)
「
横
病
」、
不
慮
の
病
気
（『
中
仏
』〔
縮
刷
〕
一
三
〇
頁
）。

(14
)
『
浄
度
三
昧
経
』、【
参
考
】
牧
田
諦
亮
（
監
修
）・
落
合
俊
典
（
編
集
）『
七
寺

古
逸
経
典
研
究
叢
書
』
第
二
巻
（
大
東
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）。
齊
藤
隆
信

「『
浄
度
三
昧
経
』
の
研
究

『
安
楽
集
』
と
『
観
念
法
門
』
の
場
合

」（『
佛

教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
三
、
一
九
九
六
年
）。

(15
)
善
導
『
観
念
法
門
』、『
大
正
蔵
』
四
七
、
二
四
頁
下
〜
二
五
頁
下
。

《
翻
刻
》

此ノ

中ニ

既ニ

引テ

壱三
帰
戒
善ノ

功
徳ノ

文ヲ

一為ス

壱念
仏
護
念
縁ト

一。
明ニ

知ヌ

、
念
仏
善ノ

中ニ

摂ス
ル壱戒

善
一

也
。
如
戒
善ノ

一余
善
亦
可
壱准
-知
一。
若
念
仏
善
通
壱余
善ニ

一者ハ

、
余
善ノ

中ニ

亦
摂ス

ル壱念
仏

善ヲ

一也
。
相
摂ノ

義ハ

如ク

理ノ

一可シ

飲知ル

飲之ヲ

。
是ノ

故ニ

三
念ノ

中
念
仏
善ノ

文
、
念
仏
宗ニ

引テ

之ヲ

一為ス

証ト

一。
然ニ

此ノ

三
念
、
亦ハ

名ク

壱三
帰ト

一。
是ノ

故ニ

経ノ

中ニ

、
或ハ

云ヒ

壱念
仏
念
法
念
僧ト

一、
或
云
壱帰

仏
帰
法
帰
僧ト

一。
然ニ

帰
仏ノ

義ハ

、
未タス

飲可
溢必シ

モ

限ル

壱称
名ニ

一。
依テ

飲之ニ

通シ
テ壱多

善ニ

一立ル

念
仏ノ

名ヲ

一

也
。

《
訓
》

此
の
中
に
既
に
「
三
帰
戒
善
の
功
徳
の
文
」
を
引
き
て
「
念
仏
護
念
縁
」
と
す
。

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
一
〇
号
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明
ら
か
に
知
り
ぬ
。
念
仏
善
の
中
に
戒
善
を
摂
す
る
な
り
。
戒
善
の
ご
と
く
、
余

善
も
ま
た
准
知
す
べ
し
。
若
し
念
仏
善
、
余
善
に
通
ぜ
ば
、
余
善
の
中
に
も
ま
た
、

念
仏
善
を
摂
す
る
な
り
。「
相
摂
の
義
」、
理
の
ご
と
く
之
を
知
る
べ
し
。
是
の
故

に
、
三
念
の
中
の
念
仏
善
の
文
、
念
仏
宗
に
之
を
引
き
て
証
と
す
。

然
る
に
、
此
の
三
念
、
ま
た
は
「
三
帰
」
と
名
づ
く
。
是
の
故
に
、『
経
』
の

中
に
、
或
い
は
「
念
仏
・
念
法
・
念
僧(16

)」
と
云
ひ
、
或
い
は
「
帰
仏
・
帰
法
・
帰

僧(17
)」

と
云
ふ
。
然
る
に
「
帰
仏
の
義
」
は
、
未
だ
必
ず
し
も
称
名
に
限
る
べ
か
ら

ず
。
之
に
依
り
て
多
善
に
通
じ
て
念
仏
の
名
を
立
つ
る
な
り
。

註(16
)
『
阿
弥
陀
経
』、『
大
正
蔵
』
十
二
、
三
四
七
頁
上
。

(17
)
『
雑
阿
含
経
』、『
大
正
蔵
』
二
、
二
三
二
頁
中

《
翻
刻
》

雖ト
モ飲然

、
善
導ハ

摂シ
テ

他
善ヲ

一属シ
テ壱称

名ニ

一作ル

壱一
門ヲ

一也
。
然レ

ハ

則チ

、
善
導ハ

尽シ

壱称
名ノ

義ヲ

一、

他
師ハ

極ム

壱諸
門ノ

理ヲ

一。
其ノ

尽
極ト

者ハ

、
即チ

究
壱竟シ

二
無
我ノ

義ヲ

開
-壱闡ス

三
法
印ノ

道ヲ

一。
念
仏ノ

善

根
、
得
壱成
立ル

コ
ト
ヲ

一。
往
生ノ

直
-路
無シ

岐
-径
一。
諸
経
倶ニ

【
十
一
丁
オ
】
為ス

壱一
仏
説ト

一。

諸
義
同ク

順ス

一
法
印ニ

一。
各
順シ

テ

一
理ニ

一修
行セ

ハ、
往
生
浄
土
無ラ

ム飲疑ヒ

。
唯
念
仏
心ヲ

為セ

飲先ト

者ハ

、

百
即
百
生
千
即
千
生
。
縦ヒ

雖ト
モ

称ト

壱名
字ヲ

一、
無
念
仏
心
一者ハ

、
千カ

中ニ

一モ

難カ
ラ
ム飲
得
。
大

綱
是ニ

足ヌ

。
得テ

飲一ヲ

察セ
ヨ飲万ヲ

。
此ノ

決
、
若シ

迄ヲ
ヨ
ハ

重
重ニ

一者ハ

、
専
修
人
、
定テ

謂ハ
ム飲非ス
ト壱善

導ヲ

一矣
。

《
訓
》

然
り
と
雖
ど
も
、
善
導
は
他
善
を
摂
し
て
称
名
に
属
し
て
一
門
を
作
る
な
り
。

然
れ
ば
則
ち
、
善
導
は
「
称
名
の
義
」
を
尽
し
、
他
師
は
「
諸
門
の
理
」
を
極
む
。

其
の
尽
極
と
は
、
即
ち
二
無
我
の
理
を
究
竟
し
、
三
法
印
の
道
を
開
闡(18

)す
。
念
仏

の
善
根
、
成
立
す
る
こ
と
を
得
。
往
生
の
直
路
、
岐
径(19

)無
し
。
諸
経
倶
に
一
仏
説

と
す
。
諸
義
同
じ
く
一
法
印
に
順
ず
。
各
、
一
理
に
順
じ
て
修
行
せ
ば
、
往
生
浄

土
、
疑
ひ
無
か
ら
ん
。
た
だ
念
仏
心
を
先
と
せ
ば
、
百
即
百
生
、
千
即
千
生
。
縱

ひ
名
字
を
称
す
と
雖
ど
も
、
念
仏
心
無
く
ん
ば
、
千
が
中
に
一
も
得
難
か
ら
ん
。

大
綱
、
是
に
足
り
ぬ
。
一
を
得
て
万
を
察
せ
よ
。

此
の
決
、
若
し
重
重
に
迄
ば
ば
、
専
修
人
、
定
ん
で
「
善
導
を
非
す
」
と
謂
は

ん
矣
。

註(18
)
「
開
闡
（
か
い
せ
ん
）」、
ひ
ら
き
ひ
ろ
め
る
（『
大
漢
和
』
十
一
、
七
一
七
頁
）。

(19
)
「
岐
径
」、【
参
考
】「
岐
道
」
分
か
れ
道
・
え
だ
み
ち
（『
大
漢
和
』
四
、
二
二

六
頁
）。

《
翻
刻
》

問テ

曰ク

、
何ヲ

カ

為ス
ル壱摂
取ノ

義ト

一乎
。
答
。
摂
取ト

者ハ

、
即チ

是レ

摂ノ

義
也
。
即チ

摂ト

者ハ

、
如シ

鰯菩
提

資
糧
論ノ

第
一ニ

釈シ
テ

資
糧ノ

義ヲ

一云カ

茨。
以テ

飲持ヲ

為ス

飲義ト

。
譬ヘ

ハ

如シ

鰯世
間ニ

共ニ

行ス
ル
ニ、

日ニ

摂シ

於
熱ヲ

一

月ニ

摂ス
ル
カ芋

於
冷ヲ

茨。
摂ハ

是レ

持ノ

義ナ
リ。

如ク

飲是ノ

持ス
ル

菩
提ヲ

一法ヲ

為ス

菩
提ノ

資
糧ト

一。
言
【
三
六
九
頁

下
】
資
糧ト

一者ハ

、
即チ

是レ

持ノ

義ナ
リ〈

云
云
〉。
此モ

亦
如シ

飲是ノ

。
弥
陀ノ

心
光ハ

如シ

日
月ノ

一。
行
者ノ

念
心ハ

如シ

熱
冷ノ

一。
日ニ

摂ス
ル飲熱ヲ

者ハ

、
同ク

熱
性ナ

ル
カ

故ニ

、
心
光
摂ス

ル

念
心ヲ

一者ハ

、
同ク

是レ

念
性ナ

ル
カ

明
恵
撰
『
摧
邪
輪
』
巻
下

訓
・
註

試
稿
（
二
）（
米
澤
実
江
子
）

八
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故ニ

、
月
喩
亦
如シ

飲是ノ

。
日ニ

不ル

飲摂セ

飲冷ヲ

者ハ

、
不ル

カ【
十
一
丁
ウ
】
同
性ナ

ラ一故ニ

非ス

壱可キ

摂ス

法ニ

一。

心
光
、
不ル

飲摂セ

壱無
念ヲ

一者ハ

、
不サ

ル
カ

同
念ナ

ラ一故ニ

、
非ス

壱可キ

飲摂ス

法ニ

一。

《
訓
》

問
ひ
て
曰
く
、
何
を
か
「
摂
取
の
義
」
と
す
る
や
。

答
ふ
。「
摂
取
」
と
は
、
即
ち
是
れ
「
摂
の
義
」
な
り
。
即
ち
「
摂
」
と
は
、

『
菩
提
資
糧
論
』
の
第
一
に
「
資
糧(20
)の

義
」
を
釈
し
て
云
ふ
が
ご
と
し
。

「
持
」
を
以
て
義
と
す
。
譬
へ
ば
、
世
間
に
共
に
行
ず
る
に
、
日
に
熱
を
摂

し
、
月
に
冷
を
摂
す
る
が
ご
と
し
。「
摂
」
は
是
れ
「
持
の
義
」
な
り
。
是

の
ご
と
く
菩
提
を
持
す
る
法
を
「
菩
提
の
資
糧
」
と
す
。「
資
糧
」
と
言
ふ

は
、
即
ち
是
れ
「
持
の
義
」
な
り(21
)〈

云
云
〉。

此
も
ま
た
是
の
ご
と
し
。
弥
陀
の
心
光
は
日
月
の
ご
と
し
。
行
者
の
念
心
は
熱

冷
の
ご
と
し
。

日
に
熱
を
摂
す
る
は
、
同
じ
く
熱
性
な
る
が
故
に
、
心
光
、
念
心
を
摂
す
る
は
、

同
じ
く
是
れ
念
性
な
る
が
故
に
、
月
喩
も
ま
た
是
の
ご
と
し
。

日
に
冷
を
摂
せ
ざ
る
は
、
同
性
な
ら
ざ
る
が
故
に
摂
す
べ
き
法
に
非
ず
。
心
光
、

無
念
を
摂
せ
ざ
る
は
、
同
念
な
ら
ざ
る
が
故
に
摂
す
べ
き
法
に
非
ず
。

註(20
)
「
資
糧
」、
準
備
や
素
材
の
意
・
修
行
の
基
と
な
る
善
根
や
功
徳
を
云
う
・
材
料

（『
中
仏
』
中
、
九
三
一
頁
）。

(21
)
『
菩
提
資
糧
論
』、『
大
正
蔵
』
三
二
、
五
一
七
頁
中
〜
下
。

《
翻
刻
》

謂ク

、
広
歴テ

諸
法ニ

一言ハ

飲之
者ハ

、
謂ク

、
就カ

四
大
種ニ

一者ハ

、
水
大
種
。
成ス

摂ノ

用ヲ

一。
謂ク

、
令シ

テ
ル

鰯

離
散ノ

極
微ヲ

一摂シ
テ飲之ヲ

成セ

芋一
聚ヲ

茨也
。
就テ

心
王ニ

一言ハ

飲之ヲ

者ハ

、
謂ク

、
阿
頼
耶
識
、
摂
蔵シ

テ

諸
法ノ

種
子ヲ

一生ス

現
行ヲ

一。
就テ

心
所ニ

一言ハ

飲之ヲ

者ハ

、
謂ク

、
念ノ

心
所ナ

リ。
摂
壱持シ

テ

所
縁ヲ

一令ム

飲不ラ

飲忘セ

。
如ク

飲此ノ

歴テ

方
境ニ

一衆
多ナ

リ。
今
言
摂
取ト

一者ハ

、
謂ク

、
仏ハ

是レ

大
覚
円
満ノ

聖
者
、
衆
生ハ

是レ

無
明
未
悟ノ

凡
夫ナ

リ。
迷
悟
既ニ

隔タ
ヽ
ル
ハ

、
如シ

極
微ノ

離
散セ

ル
カ一。

然ニ

念
仏ノ

心
、
印
-壱持シ
テ

仏
境ヲ

一

置ク
ハ

迷
心ノ

中ニ

一、
如シ

溢水
大
種ノ

摂
-壱持ス
ル
カ

極
微ヲ

一。
是ノ

故ニ

、
衆
生
称
壱念ス

レ
ハ

仏ヲ

一、
亦
倶
時ニ

成ス

摂
取ノ

用ヲ

一。
名
字
影ウ

カ
ヒ

衆
生ノ

舌
端ニ

一、
法
体
入ル

衆
生ノ

心
想ノ

中ニ

一。
如シ

鰯有レ
ハ壱本

質
一鏡ニ

現ル
カ芋影

像ヲ

茨。
是ヲ

謂
摂
取ノ

義ト

一。
善
導
三
縁ノ

義
、
准シ

テ飲此ニ

可シ

飲【
十
二
丁
オ
】
知ル

。

《
訓
》

謂
く
、
広
く
諸
法
に
歴
て
之
を
言
は
ば
、
謂
く
、
四
大
種(22

)
に
就
か
ば
「
水
大

種
」
な
り
。
摂
の
用
を
成
す
。
謂
く
、
離
散
の
極
微
を
し
て
之
を
摂
し
て
一
聚
を

成
ぜ
し
む
る
な
り
。

心
王(23

)に
就
き
て
之
を
言
は
ば
、
謂
く
、
阿
頼
耶
識
、
諸
法
の
種
子
を
摂
蔵
し
て

現
行
を
生
ず
。

心
所(24

)に
就
き
て
之
を
言
は
ば
、
謂
く
、
念
の
心
所
な
り
。
所
縁
を
摂
持
し
て
、

忘
せ
ざ
ら
し
む
。
此
の
ご
と
く
万
境
に
歴
て
衆
多
な
り
。
今
「
摂
取
」
と
言
ふ
は
、

謂
く
、
仏
は
是
れ
大
覚
円
満
の
聖
者
、
衆
生
は
是
れ
無
明
未
悟
の
凡
夫
な
り
。
迷

悟
既
に
隔
た
る
は
、
極
微
の
離
散
せ
る
が
ご
と
し
。
然
る
に
念
仏
の
心
、
仏
境
を

印
持
し
て
迷
心
の
中
に
置
く
は
、
水
大
種
の
極
微
を
摂
持
す
る
が
ご
と
し
。
是
の

故
に
、
衆
生
、
仏
を
称
念
す
れ
ば
、
ま
た
倶
時
に
「
摂
取
の
用
」
を
成
す
。
名
字
、

衆
生
の
舌
端
に
影う

か

び
、
法
体
、
衆
生
の
心
想
の
中
に
入
る
。
本
質
有
れ
ば
、
鏡
に

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
一
〇
号

八
八



影
像
を
現
ず
る
が
ご
と
し
。
是
を
「
摂
取
の
義
」
と
謂
ふ
。
善
導
の
三
縁
の
義
、

此
に
准
じ
て
知
る
べ
し
。

註(22
)
「
四
大
種
」、
四
種
の
元
素
（
地
・
水
・
火
・
風
）（『
中
仏
』
中
、
六
八
一
頁
）。

(23
)
「
心
王
」、
心
作
用
の
根
本
と
な
る
も
の
・
意
識
作
用
の
本
体
（『
中
仏
』
中
、

九
七
一
頁
）。

(24
)
「
心
所
」、
心
の
は
た
ら
き
・
精
神
作
用
（『
中
仏
』
中
、
九
五
七
頁
）。

《
翻
刻
》

挙テ

飲要ヲ

言イ
ヘ飲之ヲ

者ハ

、
三
業
、
常
恒ニ

順ル

仏
境ニ

一也
。
如シ

鰯清
涼
大
師
出シ

テ

齊
州ノ

大
行
禅
師ノ

念
仏ノ

行ヲ

一云カ

茨。
四
字
教
詔
、
謂ク

、
信
憶ノ

二
字
、
不
離レ

於
心ヲ

一、
称
敬ノ

両
字
、
不
飲離
身

口ヲ

一。
彼ノ

論ニ

云
、
往
生セ

ム
ニ

浄
土ニ

一、
要ス

須クシ

飲有
飲信
。
若シ

信ア
レ
ハ、
千
即
千
生
、
万
即
万
生
。

信シ
テ

仏ノ

名
字ヲ

一、
不レ

ハ

離
心
口ヲ

一、
諸
仏
即チ

救ヒ

、
諸
仏
即
護ス

。
心ニ

恒
-常ニ

憶ヒ

、
口ニ

常ニ

称シ

飲名ヲ

、

身
恒
-常ニ

敬ヒ

、
始メ

ナ
レ
ハ

名ク

深
信ト

一。
任テ

意ノ

早
晩ニ

一、
終ニ

無シ

鰯再ヒ

住ル

閻
浮ニ

一之
法
茨。
此レ

策ス
ニ

初

心ヲ

一、
最モ

為ス
ル飲要ト

也
〈
己
上
〉。
善
導ノ

解
釈
亦
准シ

テ飲此ニ

可シ

飲知
。

《
訓
》

要
を
挙
げ
て
之
を
言
へ
ば
、
三
業
、
常
恒
に
仏
境
に
順
ず
る
な
り
。
清
涼
大
師
、

齊
州
の
大
行
禅
師(25

)の
念
仏
の
行
を
出
し
て
云
ふ
が
ご
と
し
、

四
字
の
教
詔(26

)に
謂
く
、「
信
・
憶
」
の
二
字
、
心
を
離
れ
ず
。「
称
・
敬
」
の

両
字
、
身
口
を
離
れ
ず
。
彼
の
『
論
』
に
云
く
、
浄
土
に
往
生
せ
ん
に
、
要

ず
す
べ
か
ら
く
信
有
る
べ
し
。
若
し
信
あ
れ
ば
、
千
即
千
生
、
万
即
万
生
。

仏
の
名
字
を
信
じ
て
、
心
口
を
離
れ
ざ
れ
ば
、
諸
仏
即
ち
救
ひ
、
諸
仏
即
ち

護
す
。
心
に
恒
常
に
憶
ひ
、
口
に
常
に
名
を
称
し
、
身
に
恒
常
に
敬
ひ
、
始

め
な
れ
ば
、
深
信
と
名
づ
く
。
意
の
早
晩
に
任
せ
て
、
終
に
再
び
閻
浮
に
住

す
る
の
法
無
し
。
此
れ
初
心
を
策
す
に
、
最
も
要
と
す
る
な
り(27

)〈
已
上
〉。

善
導
の
解
釈
も
ま
た
此
に
准
じ
て
知
る
べ
し
。

註(25
)
【
参
考
】『
往
生
西
方
浄
土
瑞
応
伝
』、『
大
正
蔵
』
五
一
、
一
〇
五
頁
下
。

(26
)
「
教
詔
（
き
ょ
う
し
ょ
う
）」、
教
え
つ
げ
る
（『
大
漢
和
』
五
、
五
〇
五
頁
）。

(27
)
澄
観
『
演
義
鈔
』、『
大
正
蔵
』
三
六
、
六
六
七
頁
上
。

《
翻
刻
》

是ノ

故ニ

、
三
業
、
依テ

飲順ス
ル
ニ壱

仏
境ニ

一、
蒙カ

弥
陀
心
光ノ

摂
取ヲ

一故ニ

、
云
念
仏
衆
生
摂
取
不
捨ト

一。

於テ
ハ

身
光ノ

照
触ニ

一、
非ル

飲有ニ

壱彼
此ノ

分
限
一也
。
是ノ

故ニ

六
時
礼
讃ノ

、
弥
陀
身
【
三
七
〇
頁

上
】
色
如
金
山
、
相
好
光
明
照
十
方
唯
有
念
仏
蒙
光
接(マ

マ
)、
当
知
【
十
二
丁
ウ
】
本

願
最
為
強
、
等ノ

文モ

亦
准シ

テ

観
念
法
門ニ

一可シ

成ス

一
義ヲ

一。
即
言
照
十
方ト

一者
、
十
方ノ

衆
生

也
。
言
蒙
光
接(マ

マ
)ト一者ハ

、
指ス

心
光ヲ

一也
。
若シ

不ス

飲爾ラ

者ハ

、
一
師ノ

解
釈
、
何ソ

成セ
ム

桙
楯ヲ

一乎
。

今
所ノ

飲成ス
ル

義ハ

、
五
翻ノ

中ニ
ハ

依ル

異
事
翻ニ

一。
謂ク

、
蒙
光
接(マ

マ
)ノ一
言ノ

下ニ

有
二
義
一。
一ハ

身
光
、

二ハ

心
光
也
。
今
、
会シ

テ

取テ

順
理ノ

正
義ヲ

一、
即
為
心
光
一也
。
七
例ノ

中ニ
ハ

是レ

第
三
例
。
蒙

光
接(マ

マ
)ノ義

、
正ク

依
心
光ノ

位
本ニ

一説ク

。
況ヤ

云テ

光
接(マ

マ
)ト一不

飲云
光
照ト

一。
即
指
壱摂
念ヲ

一也
。
如キ

彼ノ

云カ

彼
仏
心
光
常
照
是
人ト

一等
者ハ

、
体
用
倶ニ

約シ
テ飲譬

説
也
。
今ハ

、
法
譬
双テ

挙ケ

、
体
用

合シ
テ

明ス

。
即チ

光ト

者
譬
也
。
接(マ

マ
)ト

者
法
也
。
光ト

者
体
也
。
接(マ

マ
)ト

者
用
也
。
義
、
准シ

テ

可

明
恵
撰
『
摧
邪
輪
』
巻
下

訓
・
註

試
稿
（
二
）（
米
澤
実
江
子
）

八
九



飲知
。
阿
毘
達
摩ノ

法
相
、
如
飲是
。
更
可キ

止ム

迷
倒ヲ

一也
。

《
訓
》

是
の
故
に
、
三
業
、
仏
境
に
順
ず
る
に
依
り
て
、
弥
陀
心
光
の
摂
取
を
蒙
る
が

故
に
「
念
仏
衆
生
摂
取
不
捨
」
と
云
ふ
。
身
光
の
照
触
に
お
い
て
は
、
彼
此
の
分

限
有
る
に
非
ざ
る
な
り
。
是
の
故
に
『
六
時
礼
讃
』
の

弥
陀
身
色
如
金
山
、
相
好
光
明
照
十
方
、
唯
有
念
仏
蒙
光
接摂

、
当
知
本
願
最

為
強(28

)。

等
の
文
も
ま
た
『
観
念
法
門
』
に
准
じ
て
一
義
を
成
す
べ
し
。
即
ち
「
照
十
方
」

と
言
ふ
は
「
十
方
の
衆
生
」
な
り
。「
蒙
光
接摂

」
と
言
ふ
は
「
心
光
」
を
指
す
な

り
。
若
し
爾
ら
ず
ん
ば
、
一
師
の
解
釈
、
何
ぞ
桙
楯
を
成
ぜ
ん
や
。

今
、
成
ず
る
と
こ
ろ
の
義
は
、
五
翻
の
中
に
は
「
異
事
翻(29

)」
に
依
る
。
謂
く
、

「
蒙
光
接摂

」
の
一
言
の
下
に
二
義
有
り
。
一
は
身
光
、
二
は
心
光
な
り
。
今
、
会

し
て
、
順
理
の
正
義
を
取
り
て
、
即
ち
「
心
光
」
と
す
る
な
り
。
七
例(30

)の
中
に
は
、

是
れ
第
三
例(31

)。「
蒙
光
接摂

の
義
」、
正
く
心
光
の
位
本
に
依
り
て
説
く
。
況
ん
や

「
光
接摂

」
と
云
ひ
て
「
光
照
」
と
云
は
ざ
る
を
や
。
即
ち
「
摂
念
」
を
指
す
な
り
。

彼
の
「
彼
仏
心
光
常
照
是
人(32

)」
と
云
ふ
が
ご
と
き
等
は
、
体
用
、
倶
に
譬
に
約

し
て
説
く
な
り
。

今
は
、
法
譬
双
べ
て
挙
げ
、
体
用
合
し
て
明
す
。
即
ち
「
光
」
と
は
「
譬
」
な

り
。「
接摂

」
と
は
「
法
」
な
り
。「
光
」
と
は
「
体
」
な
り
。「
接摂

」
と
は
「
用
」

な
り
。
義
、
准
じ
て
知
る
べ
し
。
阿
毘
達
摩
の
法
相
、
是
の
ご
と
し
。
更
に
迷
倒

を
止
む
べ
き
な
り
。

註

(28
)
善
導
『
往
生
礼
讃
偈
』、『
大
正
蔵
』
四
七
、
四
四
六
頁
中
。

(29
)
「
異
事
翻
」、【
参
考
】
智
儼
『
華
厳
五
十
四
問
答
』「
翻
依
飲有
飲五
。
一
相
望
翻
、

相
形
取
義
故
。
二
増
字
翻
、
加
飲字
会
飲義
故
。
三
会
意
翻
、
以
飲意
会
飲義
故
。
四

借
勢
翻
、
如
羝
羊
鬪
将
前
而
更
却
等
。
五
異
事
翻
、
於
壱一
名
下
一有
壱二
義
事
一而

会
取
飲正
故
」、『
大
正
蔵
』
四
五
、
五
三
五
頁
中
〜
下
。

(30
)
「
七
例
」、【
参
考
】
法
蔵
『
探
玄
記
』「
若
欲
飲尋
壱読
內
外
典
藉
一。
要
飲解
壱声
論

八
転
声
法
一。
若
不
壱明
知
一必
不
飲能
飲知
壱文
義
分
齊
一。
一
補
盧
沙
、
此
是
直
指
陳

声
、
如
溢人
斫
飲樹
指
説
壱其
人
一。
二
補
盧
私
(マ
マ
)、

是
所
作
業
声
、
如
壱所
作
斫
淫樹
。

三
補
盧
崽
拏
、
是
能
作
具
声
、
如
壱由
飲斧
斫
一。
四
補
盧
沙
耶
、
是
所
為
声
、
如
壱

為
飲人
斫
一。
五
補
盧
沙
䫂
、
是
所
因
声
、
如
壱因
飲人
造
飲舍
等
一。
六
補
盧
殺
娑
、
是

所
属
声
、
如
壱奴
属
淫主
。
七
補
盧
鎩
、
是
所
依
声
、
如
壱客
依
淫主
。
瑜
伽
第
二
、

名
壱上
七
種
一為
壱七
例
句
一」『
大
正
蔵
』
三
五
、
一
四
九
頁
上
〜
中
。

(31
)
「
第
三
例
」、
補
盧
崽
拏
（
ふ
る
し
ゃ
な
）、
具
声
（
具
格
）、
〜
に
よ
っ
て

（『
織
田
仏
』
一
四
五
四
頁
）。

(32
)
善
導
『
観
念
法
門
』、『
大
正
蔵
』
四
七
、
二
五
頁
中
。

《
翻
刻
》

然ニ

、
汝カ

集ニ

出シ
テ

此
等ノ

文ヲ

一、
令シ

テ逸身
光ヲ

不サ
ラ溢照サ

壱十
方ノ

衆
【
十
三
丁
オ
】
生ヲ

一亦
不ス

溢分タ

壱

身
心
二
光ヲ

一。
若シ

如ナ
ラ壱汝カ

所
解ノ

一者ハ

、
令テム

鰯弥
陀
如
来ヲ

一有ア
ラ芋大

悲
不
遍ノ

之
過
茨。
又
令テム

鰯四

十
八
願ヲ

一無カ
ラ芋称

性ノ

之
徳
茨。
汝
非ス

溢造
飲書ヲ

述ル
ノ
ミ壱

此ノ

義ヲ

一、
仮テ

図
像ヲ

一顕ス

此ノ

意
趣ヲ

一、
名ク

摂

取
不
捨ノ

漫(マ
マ
)荼

羅ト

一。
中
央ニ

図ス

阿
弥
陀
如
来ヲ

一。
光
明
照ス

十
方ヲ

一。
周
迊シ

テ

図ス

在
家
出
家ノ

諸

人ヲ

一。
在
家
称
名ノ

諸
人ハ

受ク

光
照ヲ

一。
出
家
雑
善ノ

行
人ハ

不
飲蒙ラ

壱照
触ヲ

一。
此ノ

像
、
処
処ニ

遍
満セ

リ。

無キ

飲情ケ

愚
人
等
、
悉ク

皆
信
-伏ス

之ヲ

一。
称
名ノ

行ハ

不
専
一ナ

ラ一。
不
法ノ

過ハ

日ヒ
ヽ
ニ

熾
盛ナ

リ。
以テ

飲此ヲ

為シ

往
生ノ

浄
業ト

一、
以
飲此ヲ

為ス

深
信ノ

至
極ト

一。
非ス

溢唯
軽ム

ル
ノ
ミ
ニ

壱

聖
道ノ

仏
法ヲ

一、
還テ

亦
黷セ

リ壱浄
土
門ノ

行ヲ

一。

佛
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《
訓
》

然
る
に
、
汝
が
『
集
』
に
此
等
の
文
を
出
し
て
、
身
光
を
し
て
十
方
の
衆
生
を

照
さ
ざ
ら
し
む(33

)も
ま
た
身
心
の
二
光
を
分
か
た
ず
。
若
し
汝
が
所
解
の
ご
と
く
な

ら
ば
、
弥
陀
如
来
を
し
て
大
悲
不
遍
の
過
有
ら
し
む
。
又
、
四
十
八
願
を
し
て
称

性
の
徳
無
か
ら
し
む
。

汝
、
書
を
造
り
、
此
の
義
を
述
ぶ
る
の
み
に
非
ず
。
図
像
を
仮
り
て
此
の
意
趣

顕
わ
す
。「
摂
取
不
捨
の
漫曼

カ

茶
羅
」
と
名
づ
く
。
中
央
に
阿
弥
陀
如
来
を
図
す
。

光
明
、
十
方
を
照
す
。
周
匝
し
て
在
家
・
出
家
の
諸
人
を
図
す
。
在
家
称
名
の
諸

人
は
光
照
を
受
く
。
出
家
雑
善
の
行
人
は
照
触
を
蒙
ら
ず
。
此
の
像
、
処
処
に
遍

満
せ
り
。
情
け
無
き
愚
人
等
、
悉
く
皆
之
を
信
伏
す
。

称
名
の
行
は
専
一
な
ら
ず
。
不
法
の
過
は
日
び
に
熾
盛
な
り
。
此
を
以
て
往
生

の
浄
業
と
し
、
此
を
以
て
深
信
の
至
極
と
す
。
た
だ
聖
道
の
仏
法
を
軽
む
る
の
み

に
非
ず
、
還
り
て
ま
た
浄
土
門
の
行
を
黷け

が

せ
り
。

註(33
)
法
然
『
選
択
集
』、『
昭
法
全
』
三
二
七
頁
。

《
翻
刻
》

専
修
人
、
問テ

曰
、
観
経ニ

説
壱第
十
一
勢
至
観ヲ

一中ニ

云ク

、
以
智
慧ノ

光ヲ

一普ク

照シ
テ

一
切ヲ

一、

令ム

鰯離レ

三
塗ヲ

一得
芋無
上
力ヲ

茨。
是ノ

故ニ

号シ
テ

此ノ

菩
薩ヲ

一名ク

大
勢
至ト

一〈
文
〉。
善
【
十
三
丁

ウ
】
導
和
尚
、
釈
云
、
七
明ス

光ノ

之
体
用ヲ

一。
即
無
漏ヲ

為カ

飲体ト

故
名ク

智
慧
光ト

一。
又
能
除
-壱

息ス
ル
ヲ

十
方
三
悪
三
苦ヲ

一名
無
上
力ト

一。
即
為ル

飲用ト

也
。
等
【
三
七
〇
頁
下
】〈
云
云
〉。

案シ
テ

釈ノ

意ヲ

一曰
、
此ノ

上ノ

経
文ニ

云
、
次
観
大
勢
至
菩
薩ヲ

一。
此ノ

菩
薩
、
身
量
大
小
、
亦
如

観
世
音ノ

一。
円
光ノ

面
、
各
百
二
十
五
由
旬
、
照ス

二
百
五
十
由
旬ヲ

一。
挙
身ノ

光
明
、
照シ

テ

十
方
国ヲ

一作ル

紫
金
色ト

一。
有
縁ノ

衆
生
、
皆
悉ク

得ウ

飲見コ
ト
ヲ。

但
見ミ

レ
ハ

此ノ

菩
薩ノ

一
毛
孔ノ

光ヲ

一、
即チ

見
十
方
無
量ノ

諸
仏ノ

浄
妙ノ

光
明ヲ

一。
是ノ

故ニ

、
号
此ノ

菩
薩ヲ

一名
無
辺
光ト

一〈
已
上
〉。
此ノ

次ニ

以
智
慧
光
等ノ

文
来レ

リ。
是ノ

故ニ

、
此ノ

釈ノ

中ニ

言
光
之
体
用ト

一者ハ

、
上ノ

所
説ノ

身
光
、
無
漏ヲ

為シ

飲体ト

、
息
苦ヲ

為ス

飲用ト

。
就テ

飲中ニ

智
慧
光ト

者ハ

、
就テ

飲体ニ

立ツ
ル飲名ヲ

也
。
即
有
為
無
漏
道
諦ノ

摂ナ
ル
カ

故ニ

、
言フ

智
慧
光ト

一也
〈
為
言
〉。

《
訓
》

専
修
人
、
問
ひ
て
曰
く
、『
観
経
』
に
「
第
十
一
勢
至
観
」
を
説
く
中
に
云
く
、

智
慧
の
光
を
以
て
普
く
一
切
を
照
し
て
、
三
塗
を
離
れ
、
無
上
力
を
得
し
む
。

是
の
故
に
、
此
の
菩
薩
を
号
し
て
「
大
勢
至
」
と
名
づ
く(34

)〈
文
〉。

善
導
和
尚
、
釈
し
て
云
く
、

七
に
光
の
体
用
を
明
す
。
即
ち
無
漏
を
「
体
」
と
す
る
が
故
に
「
智
慧
光
」

と
名
づ
く
。
又
能
く
、
十
方
の
三
悪
・
三
苦
を
除
息
す
る
を
「
無
上
力
」
と

名
づ
く
。
即
ち
「
用
」
と
す
る
な
り(35

)、
等
〈
云
云
〉。

釈
の
意
を
案
じ
て
曰
く
、
此
の
上
の
『
経
』
文
に
云
く
、

次
に
大
勢
至
菩
薩
を
観
ず
。
此
の
菩
薩
、
身
量
大
小
な
る
も
ま
た
観
世
音
の

ご
と
し
。
円
光
の
面
、
各
、
百
二
十
五
由
旬
、
二
百
五
十
由
旬
を
照
す
。
挙

身(36
)の

光
明
、
十
方
の
国
を
照
し
て
紫
金
色
と
作
る
。
有
縁
の
衆
生
、
皆
悉
く

見
る
こ
と
を
得
。
た
だ
此
の
菩
薩
の
一
毛
孔
の
光
を
見
れ
ば
、
即
ち
十
方
無

量
の
諸
仏
の
浄
妙
の
光
明
を
見
る
。
是
の
故
に
、
此
の
菩
薩
を
号
し
て
「
無

辺
光
」
と
名
づ
く(37

)〈
已
上
〉。

此
の
次
に
、「
以
智
慧
光
」
等
の
文
来
れ
り
。
是
の
故
に
、
此
の
釈
の
中
に

明
恵
撰
『
摧
邪
輪
』
巻
下

訓
・
註

試
稿
（
二
）（
米
澤
実
江
子
）

九
一



「
光
の
体
用
」
と
言
ふ
は
、
上
の
所
説
の
「
身
光
」、「
無
漏
」
を
「
体
」
と
し
、

「
息
苦
」
を
「
用
」
と
す
。
中
に
就
き
て
「
智
慧
光
」
と
は
、「
体
」
に
就
き
て

名
を
立
つ
る
な
り
。
即
ち
「
有
為
無
漏
道
諦
の
摂
」
な
る
が
故
に
「
智
慧
光
」
と

言
ふ
な
り
〈
為
言
〉。

註(34
)
『
観
経
』、『
大
正
蔵
』
十
二
、
三
四
四
頁
上
。

(35
)
善
導
『
観
経
疏
』、『
大
正
蔵
』
三
七
、
二
六
九
頁
上
。

(36
)
「
挙
身
」、
全
身
に
わ
た
っ
て
・
体
中
（『
中
仏
』
上
、
四
八
七
頁
）。

(37
)
『
観
経
』、『
大
正
蔵
』
十
二
、
三
四
四
頁
上
。

《
翻
刻
》

然ラ

者ハ

、
今
【
十
四
丁
オ
】
所ノ

飲言フ

心
光ノ

義
亦
可シ

飲例ス

飲此ニ

。
非
鰯弥
陀ノ

身
光
、
無
漏ヲ

為

飲体
故ニ

、
挙
四
智
相
応ノ

浄
識ヲ

一為シ
テ

身
光ノ

体ト

一云ニ

芋心
光ト

茨乎
。
望メ

ハ

地
上ノ

菩
薩
識
所
変ニ

一、

浄
土ノ

諸
境
、
雖ト

モ飲通ス
ト

有
漏
無
漏ニ

一、
今
善
導ノ

意ハ

、
且ク

挙ク

無
漏ノ

義
辺ヲ

一。
無
漏ノ

義
亦
雖ト

モ

通ス
ト

心
境ニ

一、
善
導ノ

意
亦
取ル

無
漏ノ

心
心
所ノ

法ヲ

一。
是ノ

故ニ

釈ス
ル
ニ
ハ

勢
至
観ヲ

一、
就テ

経
説ニ

一取ル

浄

識
相
応ノ

心
所ヲ

一。
釈ス

ル
ニ
ハ

弥
陀ノ

身
光ヲ

一、
雖ト

モ飲無ト

飲文
、
依テ

飲理ニ

出シ
テ

心
王
浄
識ヲ

一云フ

心
光ト

一。

此レ

即
可キ

飲云フ

飲出ス
ト

身
光ノ

体ヲ

一也
。

《
訓
》

然
ら
ば
、
今
言
ふ
と
こ
ろ
の
「
心
光
の
義
」
も
ま
た
此
に
例
す
べ
し
。
弥
陀
の

身
光
、
無
漏
を
体
と
す
る
が
故
に
、
四
智(38

)相
応
の
浄
識(39

)を
挙
げ
て
「
身
光
の
体
」

と
し
て
「
心
光
」
と
云
ふ
に
は
非
ず
や
。

地
上
の
菩
薩
の
識
所
変
に
望
め
ば
、
浄
土
の
諸
境
、
有
漏
・
無
漏
に
通
ず
と
雖

ど
も
、
今
善
導
の
意
は
、
且
く
無
漏
の
義
辺
を
挙
ぐ
。
無
漏
の
義
も
ま
た
心
境
に

通
ず
と
雖
ど
も
、
善
導
の
意
も
ま
た
無
漏
の
心
・
心
所
の
法
を
取
る
。

是
の
故
に
「
勢
至
観
」
を
釈
す
る
に
は
、『
経
』
説
に
就
き
て
浄
識
相
応
の
心

所
を
取
る
。

「
弥
陀
の
身
光
」
を
釈
す
る
に
は
、
文
無
し
と
雖
ど
も
、
理
に
依
り
て
心
王
浄

識
を
出
し
て
「
心
光
」
と
云
ふ
。
此
れ
即
ち
「
身
光
の
体
」
を
出
す
と
云
ふ
べ
き

な
り
。

註(38
)
「
四
智
」、「
法
智
、
類
智
、
他
心
智
、
世
俗
智
」
迷
い
を
断
ず
る
四
種
の
智
慧

（『
中
仏
』
中
、
六
八
四
頁
）。

(39
)
「
浄
識
」、
無
漏
の
識
・
清
ら
か
な
阿
頼
耶
識
（『
中
仏
』
中
、
八
五
七
頁
）。

《
翻
刻
》

然ラ

者ハ

、
我カ

之
所ノ

飲図ス
ル

曼
荼
羅
、
何ソ

為ム

飲謬ト

乎
、
如
-何
。
答
。
此ノ

救
、
不
飲可
飲然
。

勢
至
観ノ

経
文
、
連
-壱続シ
テ

名
無
辺
光ノ

文ニ

一言フ

以
智
慧
光
等ト

一。
所
-以ニ

、
善
導
釈シ

玉
ヘ
リ
飲
明ス

ト壱

上ノ

身
光ノ

体ヲ

一也
。
第
九
観ノ

中ニ
ハ、

不
飲云
智
慧
光ト

一、
唯
云フ

念
仏
衆
生
摂
取
不
捨ト

一。
於テ

八

字ノ

中ニ

一、
下ノ

四
字ハ

【
十
四
丁
ウ
】
即
弥
陀
慈
念ノ

功
用
也
。
仏
地ノ

色
心
、
倶ニ

雖ト
モ

尊
高ナ

リ
ト一、

慈
念ノ

功
徳ハ

約ル
カ

意
業ニ

一故ニ

、
摂
取
不
捨ノ

之
言ハ

、
全ク

不ス

関ケ

身
光ニ

一。
是ノ

故ニ

、
身
光ハ

照ス

十
方ノ

衆
生ヲ

一。
顕ス

大
悲
普
遍ノ

徳ヲ

一。
心
光ハ

摂ス

専
念ノ

行
者ヲ

一。
成セ

リ

感
応
必
然ノ

義ヲ

一。
善
導ノ

宗
義
、

如シ

飲是
。
観
念
法
門ノ

解
釈
、
如シ

向ヘ
ル
カ

鸞
鏡ニ

一。

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
一
〇
号

九
二



《
訓
》

然
ら
ば
、
我
が
図
す
る
と
こ
ろ
の
曼
茶
羅
、
何
ぞ
謬
と
せ
ん
や
。
如
何
。

答
ふ
。
此
の
救
い
、
然
る
べ
か
ら
ず
。
勢
至
観
の
『
経
』
文(40

)、「
名
無
辺
光
」

の
文
に
連
続
し
て
「
以
智
慧
光
」
等
と
言
ふ
。
所
以
に
、
善
導
「
上
の
身
光
の
体

を
明
す
」
と
釈
し
た
ま
へ
り(41

)。

第
九
観
の
中
に
は
「
智
慧
光
」
と
云
は
ず
、
た
だ
「
念
仏
衆
生
摂
取
不
捨(42
)」

と

云
ふ
。
八
字
の
中
に
お
い
て
、
下
の
四
字
は
即
ち
弥
陀
慈
念
の
功
用
な
り
。

仏
地(43

)の
色
心(44

)、
倶
に
尊
高
な
り
と
雖
ど
も
、
慈
念
の
功
徳
は
「
意
業
」
に
約
す

る
が
故
に
、「
摂
取
不
捨
」
の
言
、
全
く
「
身
光
」
に
関
け
ず
。

是
の
故
に
、「
身
光
」
は
十
方
の
衆
生
を
照
す
。
大
悲
普
遍
の
徳
を
顕
す
。

「
心
光
」
は
專
念
の
行
者
を
摂
す
。
感
応
必
然
の
義
を
成
せ
り
。

善
導
の
宗
義
、
是
の
ご
と
し
。『
観
念
法
門
』
の
解
釈(45

)、
鸞
鏡(46

)に
向
へ
る
が
ご

と
し
。

註(40
)
『
観
経
』、『
大
正
蔵
』
十
二
、
三
四
四
頁
上
。

(41
)
善
導
『
観
経
疏
』、『
大
正
蔵
』
三
七
、
二
六
九
頁
上
。

(42
)
『
観
経
』、『
大
正
蔵
』
十
二
、
三
四
三
頁
中
。

(43
)
「
仏
地
」、
仏
果
・
仏
の
境
界
・
仏
位
（『
中
仏
』
下
、
一
四
五
三
頁
）。

(44
)
「
色
心
」、
色
法
と
心
法
・
物
と
心
・
物
質
と
精
神
・「
色
」
は
有
相
可
見
、

「
心
」
は
無
相
不
可
見
（『
中
仏
』
中
、
六
三
三
頁
）。

(45
)
善
導
『
観
念
法
門
』「
如
壱第
九
真
身
観
説
云
一。
弥
陀
仏
金
色
身
毫
相
光
明
遍

照
壱十
方
衆
生
一。
身
毛
孔
光
亦
遍
照
壱衆
生
一。
円
光
亦
遍
照
壱衆
生
一。
八
万
四
千
相

好
等
光
亦
遍
照
壱衆
生
一。
又
如
飲前
身
相
等
光
、
一
一
遍
照
壱十
方
世
界
一。
但
有
鰯専

念
壱阿
弥
陀
仏
一衆
生
茨。
彼
仏
心
光
常
照
壱是
人
一摂
護
不
飲捨
。
総
不
飲論
飲照
壱摂
余

雑
業
行
者
一。
此
亦
是
現
生
護
念
増
上
縁
」、『
大
正
蔵
』
四
七
、
二
五
頁
上
〜
中
。

(46
)
「
鸞
鏡
（
ら
ん
き
ょ
う
／
ら
ん
け
い
）」、
か
が
み
（『
大
漢
和
』
十
二
、
八
九
一

頁
）。

《
翻
刻
》

若シ

不ス

飲然ラ

者ハ

、
有テ

カ

何ノ

用
一五
処ノ

遍
照ノ

文ノ

外ニ

可キ

飲云
壱但
有
専
念
等ト

一乎
。
若
成セ

此ノ

義ヲ

一

者ハ

、
聞カ

ム

念
仏ノ

名
字ヲ

一人
、
倍
可シ

飲増ス

壱信
敬ヲ

一。
若シ

如ナ
ラ

汝カ

義ノ

一者ハ

、【
三
七
一
頁
上
】

令シ
テ

ム

鰯弥
陀
如
来ヲ

一有ア
ラ芋愛

増(マ
マ
)ノ

過
茨。
生
機ノ

衆
生
、
豈ニ

得ム

入ル
コ
ト
ヲ

弥
陀ノ

願
海ニ

一乎
。
更
可キ

飲止ム

迷
倒ヲ

一也
。
若シ

如ク

壱汝カ

所
解ノ

一者ハ

、
我
亦
欲フ

図セ
ム
ト

一ノ

弥
陀
摂
取ノ

曼
荼
羅ヲ

一。
謂ク

、
如シ

前ニ

所ノ

淫出ス

。
観
経
并ニ

善
導ノ

解
釈ノ

中ニ

、
口
称
憶
念
差
別セ

リ。
其ノ

中ニ

語
意
合シ

テ

取ラ

飲之ヲ

者ハ

、

唯
為ス

一
念
仏
三
昧ト

一。【
十
五
丁
オ
】
其ノ

旨
、
如シ

上ニ

成ス
ル
カ一。

《
訓
》

若
し
然
ら
ず
ん
ば
、
何
の
用
有
り
て
か
「
五
処
の
遍
照
の
文(47

)」
の
外
に
「
但
有

専
念
」
等
と
云
う
べ
き
や
。

若
し
此
の
義
を
成
ぜ
ば
、
念
仏
の
名
字
を
聞
か
ん
人
、
倍

ま
す
ま
す信

敬
を
増
す
べ
し
。

若
し
汝
が
義
の
ご
と
く
な
ら
ば
、
弥
陀
如
来
を
し
て
愛
増憎

カ

の
過
有
ら
し
む
。
生

機
の
衆
生
、
豈
に
弥
陀
の
願
海
に
入
る
こ
と
を
得
ん
や
。
更
に
迷
倒
を
止
む
べ
き

な
り
。

若
し
汝
が
所
解
の
ご
と
く
な
ら
ば
、
我
も
ま
た
一
の
弥
陀
摂
取
の
曼
茶
羅
を
図

せ
ん
と
欲
ふ
。
謂
く
、
前
に
出
す(48

)と
こ
ろ
の
ご
と
し
。

『
観
経
』
并
び
に
善
導
の
解
釈
の
中
に
、
口
称
・
憶
念
、
差
別
せ
り
。
其
の
中

に
「
語
」「
意
」
合
し
て
之
を
取
ら
ば
、
た
だ
一
の
念
仏
三
昧
と
す
。
其
の
旨
、

明
恵
撰
『
摧
邪
輪
』
巻
下

訓
・
註

試
稿
（
二
）（
米
澤
実
江
子
）

九
三



上
に
成
ず
る(49

)が
ご
と
し
。

註(47
)
「
五
処
の
遍
照
の
文
」・「
但
有
専
念
」、『
観
念
法
門
』、『
大
正
蔵
』
四
七
、
二

五
頁
上
〜
中
。

(48
)
「
攝
取
不
捨
曼
陀
羅
」、『
摧
邪
輪
』
巻
下
、『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
七
〇
頁
上
。

(49
)
「
一
の
念
仏
三
昧
」、『
摧
邪
輪
』
巻
上
、『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
二
八
頁
下
〜
三
二

九
頁
上
。

《
翻
刻
》

又
、
善
導ノ

観
念
法
門ニ

引テ

六
部ノ

往
生
経ヲ

一、
明ス

ニ

五
種
増
上
縁ノ

義ヲ

一、
多ク

出シ
テ

観
念
想
利
益ノ

文ヲ

一為ス

念
仏ノ

功
徳ト

一。
然ニ

般
舟
三
昧
経ハ

是レ

六
部ノ

之
随
一
也
。
彼ノ

経ノ

中ニ

、
挙テ

鰯丈
夫
、

念ス
ル壱須

門
等ノ

三
女
人ヲ

一譬
喩ヲ

茨、
説テ

念
仏ノ

義ヲ

一以テ

心
念ヲ

一為
飲主ト

、
終ニ

明ス

鰯発
得ス

ル

三
昧ヲ

一義ヲ

茨。

善
導ノ

法
事
讃ニ

出ス

召
請ノ

詞ヲ

一発
句ニ

云
、
般
舟
三
昧
楽
願
往
生
。

《
訓
》

又
、
善
導
の
『
観
念
法
門
』
に
六
部
の
往
生
経(50
)を

引
き
て
、
五
種
増
上
縁(51

)の
義

を
明
す
に
、
多
く
観
念
想
利
益
の
文
を
出
し
て
念
仏
の
功
徳
と
す(52

)。

然
る
に
、『
般
舟
三
昧
経
』
は
是
れ
六
部
の
随
一
な
り
。
彼
の
『
経
』
の
中
に
、

丈
夫
、
須
門
等
の
三
女
人
を
念
ず
る
譬
喩
を
挙
げ
て
、
念
仏
の
義
を
説
き
て
、

「
心
念
」
を
以
て
「
主
」
と
し
、
終
に
三
昧
を
発
得
す
る
義
を
明
す(53

)。

善
導
の
『
法
事
讃
』
に
召
請
の
詞
を
出
す
発
句
に
云
く
、

般
舟
三
昧
行
願
往
生(54

)、
と
。

註(50
)
「
六
部
往
生
経
」、『
無
量
寿
経
』・『
観
経
』・『
阿
弥
陀
経
』『
般
舟
三
昧
経
』・

『
十
往
生
経
』・『
浄
土
三
昧
経
』、『
観
念
法
門
』、『
大
正
蔵
』
四
七
、
二
四
頁
下
。

(51
)
「
五
種
増
上
縁
」、
滅
罪
増
上
縁
・
護
念
得
長
命
増
上
縁
・
見
仏
増
上
縁
・
摂
生

増
上
縁
・
証
生
増
上
縁
、『
観
念
法
門
』、『
大
正
蔵
』
四
七
、
二
四
頁
下
。

(52
)
善
導
『
観
念
法
門
』、『
大
正
蔵
』、
四
七
、
二
四
頁
下
。

(53
)
善
導
『
般
舟
三
昧
経
』、『
大
正
蔵
』
十
三
、
九
〇
五
頁
上
〜
中
。

(54
)
善
導
『
法
事
讃
』、『
大
正
蔵
』
四
七
、
四
二
五
頁
上
〜
中
。

《
翻
刻
》

又
、
観
経ノ

疏
并ニ

観
念
法
門ニ

、
釈ス

ル溢身
光ハ

照シ

一
切ヲ

一、
心
光ハ

摂ス
ト壱念

仏
者ヲ

一者ハ

、
能
所
摂

取ノ

義
、
心
念
勝ル

カ

故
也
。
若シ

爾ラ

者ハ

、
約セ

合
門ニ

一者ハ

、
語
意
雖ト

モ飲無ト

壱差
別
一、
約セ

離
門ニ

一

者ハ

、
心
念
是レ

為ス

飲勝タ
リ
ト。

如シ

観
仏
三
昧
経ノ

第
三ニ

云カ

一。
称ス

ル
ニ

南
無
仏ト

一、
所ノ

飲得ル

果
報
、
今

於テ

我
世ニ

一現
前ニ

受ク

飲記ヲ

。
何ニ

況ヤ

、
正
念シ

テ

思
-惟セ

ム

仏
一者ヲ

ヤ〈
文
〉。
如ノ

飲是ノ

文
証
、
非ス

飲一ニ

。
此レ

復
如シ

上ニ

【
十
五
丁
ウ
】
成ス

ル
カ一。

《
訓
》

ま
た
、『
観
経
の
疏
』
并
び
に
『
観
念
法
門
』
に
、「
身
光
は
一
切
を
照
し(55
)」、

「
心
光
は
念
仏
者
を
摂
す(56

)」
と
釈
す
る
は
、
能
所
摂
取
の
義
、「
心
念
」
勝
る
が

故
な
り
。
若
し
爾
ら
ば
、「
合
門
」
に
約
せ
ば
「
語
」「
意
」
差
別
無
し
と
雖
ど
も
、

「
離
門
」
に
約
せ
ば
「
心
念
」
是
れ
勝
れ
た
り
と
す
。

『
観
仏
三
昧
経
』
の
第
三
に
云
ふ
が
ご
と
し
、

南
無
仏
と
称
す
る
に
、
得
る
と
こ
ろ
の
果
報
、
今
、
我
が
世
に
お
い
て
現
前

に
記
を
受
く
。
何
に
況
ん
や
、
仏
を
正
念
し
て
思
惟
せ
ん
者
を
や(57

)〈
文
〉。

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
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紀
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是
の
ご
と
く
の
文
証
、
一
に
非
ず
。
此
れ
ま
た
上
に
成
ず
る(58

)が
ご
と
し
。

註(55
)
【
参
考
】
善
導
『
観
経
疏
』「
明
光
体
柔
軟
等
照
一
切
」、『
大
正
蔵
』
三
七
、

二
六
八
頁
下
。

(56
)
【
参
考
】
善
導
『
観
念
法
門
』「
彼
仏
心
光
常
照
是
人
」、『
大
正
蔵
』
四
七
、

二
五
頁
中
。

(57
)
『
観
仏
三
昧
海
経
』、『
大
正
蔵
』
十
五
、
六
六
一
頁
下
。

(58
)
「
合
門
・
離
門
」、【
参
考
】「
離
合
」、『
摧
邪
輪
』
巻
中
、『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三

六
〇
頁
下
〜
三
六
一
頁
上
。

《
翻
刻
》

就ニ

善
導ノ

宗
義ニ

一、
以テ

心
念ヲ

一非ス

飲不ニ

飲為セ

飲本ト

。
然ラ

者ハ

、
我
令シ

テ
メ
テ鰯弥
陀ノ

光
明ヲ

一照
-芋触セ

観
念ノ

行
者ヲ

茨、
欲フ

飲隔ト

壱称
名ノ

行
者ヲ

一。
如
-何
。
汝
、
捨テ

ヽ

心
念ヲ

一取ル

称
名ヲ

一者ハ

、
如
壱捨テ

ヽ飲種ヲ

求ル
カ淫菓ヲ

。
我カ

取テ

飲深ヲ

捨ル

飲浅ヲ

者ハ

、
且ク

可シ

飲成ス

壱捨
劣
得
勝ノ

一
義ヲ

一。
此ハ

為ニ

飲懲カ

壱汝カ

狭
心ヲ

一、

且ク

設ク

仮
説ヲ

一。
実ニ

非ス

飲謂ニ
ハ飲隔ト

壱称
名ノ

行
者ヲ

一。
莫
飲驚コ

ト、
莫
飲驚コ

ト

矣
。

《
訓
》

善
導
の
宗
義
に
就
く
に
、
心
念
を
以
て
本
と
せ
ざ
る
に
非
ず
。
然
ら
ば
、
我
れ
、

弥
陀
の
光
明
を
し
て
観
念
の
行
者
を
照
触
せ
し
め
て
、
称
名
の
行
者
を
隔
て
ん
と

欲
ふ
。
如
何
。

汝
、
心
念
を
捨
て
て
称
名
を
取
る
は
、
種
を
捨
て
て
菓
を
求
む
る
が
ご
と
し
。

我
れ
が
深
を
取
り
て
浅
を
捨
つ
る
は
、
且
く
「
捨
劣
得
勝(59

)の
一
義
」
を
成
す
べ

し
。
此
れ
は
汝
が
狹
心
を
懲
し
め
ん
が
為
に
、
且
く
仮
説
を
設
く
。
実
に
「
称
名

の
行
者
を
隔
つ
」
と
謂
ふ
に
は
非
ず
。
驚
く
こ
と
莫
れ
、
驚
く
こ
と
莫
れ
。

註(59
)
「
捨
劣
得
勝
」、【
参
考
】
窺
基
『
成
唯
識
論
掌
中
枢
要
』「
開
唯
識
示
我
法
。
此

上
総
解
開
示
二
字
。
下
有
壱十
釈
一。（
中
略
）。
八
捨
劣
得
勝
。（
中
略
）
令
達
壱二

空
一捨
壱生
死
劣
法
一得
壱勝
仏
位
菩
提
一」、『
大
正
蔵
』
四
三
、
六
一
六
頁
下
〜
六

一
七
頁
上
。

《
翻
刻
》

専
修
人
、
問テ

曰
、
我カ

所
存ノ

義
、
全ク

不
飲言ハ

飲不
飲取
壱心
念ヲ

一。
如シ

壱汝カ

之
所ノ

淫責ル

。
三
心

具
足ス

。
我
等
共
許ス

之ヲ

一。
然ニ

此ノ

三
心ハ

非ス

必シ
モ

菩
提
心ニ

一。
但
是レ

信
解
願
欲ノ

之
心
也
。
然ニ

所
立ノ

意
趣
、
弥
陀ノ

名
号
、
有カ

不
思
議ノ

功
力
一故ニ

、
設ヒ

雖ト
モ飲無ト

菩
提
心
一、
唯
一
向ニ

専
称ス

レ
ハ、

速ニ

得
往
生ヲ

一。
設ヒ

雖ト
モ

有ト

菩
提
心
一、
不
称セ

仏
号ヲ

一者ハ

、
是レ

雑
行ナ

ル
カ

故ニ

、
難シ

得
往
生ヲ

一。

所
-溢以
作ス

壱此ノ

説ヲ

一者ハ

、
近
代
、
無キ

道
心
一之
人
、
若シ

道
心ヲ

【
十
六
丁
オ
／
三
七
一
頁

下
】
為
飲先ト

者ハ

、
難シ

飲入リ

壱浄
土
門ニ

一。
若シ

聞カ

此ノ

旨ヲ

一者ハ

、
可
飲有
壱念
仏ス

ル

之
人
一。
作テ

此ノ

集ヲ

一述ル

此ノ

義ヲ

一之
意
趣
、
甚タ

依ル

飲之ニ

也
。
汝チ

押シ
テ

破シ
テ

此
義ヲ

一、
以テ

菩
提
心ヲ

一為
飲先ト

者ハ

、

誰
-人カ

有テ

菩
提
心
一入ラ

ム

浄
土
門
一耶
。
如
何
。

《
訓
》

専
修
人
、
問
ひ
て
曰
く
、
我
が
所
存
の
義
、「
全
く
心
念
を
取
ら
ず
」
と
言
は

ず
。
汝
が
責
む
る
と
こ
ろ
の
ご
と
し
。
三
心
具
足
す
。
我
等
共
に
之
を
許
す
。
然

る
に
此
の
三
心
は
必
ず
し
も
菩
提
心
に
非
ず
。
た
だ
是
れ
信
解
願
欲
の
心
な
り
。

然
る
に
所
立
の
意
趣
、
弥
陀
の
名
号
、
不
思
議
の
功
力
有
る
が
故
に
、
設
ひ
菩
提

明
恵
撰
『
摧
邪
輪
』
巻
下

訓
・
註

試
稿
（
二
）（
米
澤
実
江
子
）

九
五



心
無
し
と
雖
ど
も
、
た
だ
一
向
に
專
称
す
れ
ば
、
速
や
か
に
往
生
を
得
。
設
ひ
菩

提
心
有
り
と
雖
ど
も
、
仏
号
を
称
せ
ず
ん
ば
、
是
れ
雑
行
な
る
が
故
に
、
往
生
を

得
難
し
。

此
の
説
を
作
す
所
以
は
、
近
代
、
道
心
無
き
の
人
、
若
し
道
心
を
先
と
せ
ば
、

浄
土
門
に
入
り
難
し
。
若
し
此
の
旨
を
聞
か
ば
、
念
仏
す
る
の
人
有
る
べ
し
。

此
の
『
集
』
を
作
り
て
、
此
の
義
を
述
ぶ
る
の
意
趣
、
甚
だ
之
に
依
る
な
り
。

汝
、
押
し
て
此
の
義
を
破
し
て
、
菩
提
心
を
以
て
先
と
せ
ば
、
誰
人
か
菩
提
心

有
り
て
浄
土
門
に
入
ら
ん
や
。
如
何
。

《
翻
刻
》

答
。
言ニ

菩
提
心ヲ

一種
類
不
同ナ

リ。
有
壱縁
発
心
一、
有
解
発
心
一、
有
壱行
発
心
等ノ

種
類
一。

如
前
出カ

一。
然ニ

依ニ

善
導ノ

意ニ

一、
浄
土
宗
、
尤ト

モ

可シ

飲取
壱縁
発
心
一。
其ノ

旨
如
上ニ

成ス
ル
カ一。

此ノ

縁

発
心ハ

、
香
象
大
師
、
名ク

捨
邪
趣
正
発
心ト

一。
翻シ

テ

無
始ノ

癡
心ヲ

一、
始テ

向カ

正
道ニ

一故ニ

。
然モ

此ノ

縁
発
心
、
委
細ニ

言ハ
ヽ飲之ヲ

、
可シ

飲通ス

三
乗ニ

一。
有カ

鰯生シ
テ

浄
土ニ

一証ス
ル

小
果ヲ

一類
茨故ニ

。

《
訓
》

答
ふ
。
菩
提
心
を
言
ふ
に
種
類
不
同
な
り
。
縁
発
心
有
り
。
解
発
心
有
り
。
行

発
心
等
の
種
類
有
り
。
前
に
出
す(60

)が
ご
と
し
。
然
る
に
善
導
の
意
に
依
る
に
、
浄

土
宗
、
尤
と
も
縁
発
心
を
取
る
べ
し
。
其
の
旨
、
上
に
成
ず
る
が
如
し(61

)。

此
の
縁
発
心
は
、
香
象
大
師
「
捨
邪
趣
正
発
心(62
)」

と
名
づ
く
。
無
始
の
癡
心
を

翻
じ
て
、
始
め
て
正
道
に
向
ふ
が
故
に
。
然
も
此
の
縁
発
心
、
委
細
に
之
を
言
は

ば
、
三
乗
に
通
ず
べ
し
。
浄
土
に
生
じ
て
小
果
を
証
ず
る
類
有
る
が
故
に
。

註(60
)
『
摧
邪
輪
』
巻
上
「
華
厳
表
公
、
出
壱四
発
心
一。
一
縁
発
心
、
謂
仰
壱縁
菩
提
一而

発
心
求
、
名
壱縁
発
心
一、
未
入
位
前
也
。
二
解
発
心
、
謂
解
壱一
切
法
悉
是
菩
提
一、

名
壱解
発
心
一、
十
信
十
解
位
也
。
三
行
発
心
、
謂
一
切
行
皆
合
壱菩
提
一、
名
壱行
発

心
一、
十
行
十
向
位
也
。
四
体
発
心
、
亦
名
壱証
発
心
一。
謂
証
壱一
切
性
一、
即
是
菩
提

自
体
顕
発
、
名
為
壱体
発
心
一也
。
初
地
已
上
至
壱金
剛
心
一是
也
」（
表
員
『
華
厳

経
文
義
要
決
問
答
』、『
卍
新
纂
続
蔵
経
』
八
、
四
二
七
頁
中
）、『
鎌
倉
旧
仏
教
』

三
二
〇
頁
下
。

(61
)
『
摧
邪
輪
』
巻
上
「
決
曰
、
所
飲引
寿
経
並
礼
讃
、
既
有
壱歓
喜
踊
躍
之
言
一、
何

簡
壱菩
提
心
一乎
。
設
委
解
壱菩
提
心
之
行
相
一時
、
此
文
雖
飲非
飲指
壱解
発
心
行
発

心
等
一、
歓
喜
踊
躍
之
文
、
何
非
壱縁
発
心
一乎
」、『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
三
八
頁
下
。

(62
)
法
蔵
『
大
乗
起
信
論
別
記
』、『
大
正
蔵
』
四
四
、
二
九
〇
頁
中
。

《
翻
刻
》

然モ

経
論ノ

所
説
、
多
分
説ク

壱大
乗ノ

菩
提
心ヲ

一。
是レ

殊
勝ナ

ル
カ

故ニ

、
為ノ

逸令シ
テ

ム
カ溢人ヲ

向ハ

壱大
乗ニ

一故ニ

。

小
善菩

カ

提ハ

下
劣ナ

ル
カ

故ニ

、
入ル

二
乗
道ニ

一者ハ

、
諸
仏ノ

所ル
カ飲呵ス
ル

故ニ

、
於テ

諸
経
論ノ

中ニ

一広ク

不ス

飲讃セ

飲之ヲ

。
是ノ

【
十
六
丁
ウ
】
故ニ

、
懐
感
師
、
中
品
往
生ノ

人
、
言フ

溢無ト

壱菩
提
心
一者ハ

、
指ス

無
上
大
菩
提
心ヲ

一。
然ニ

言
至
心
発
顕ト

一者ハ

、
言フ

溢指ト

壱大
菩
提
心ヲ

一。
汝
又
不ス

飲許サ

鰯以テ

至

心
発
願ヲ

一為ト

芋因ト

茨乎
。
然ラ

者ハ

、
此ノ

至
心
発
願ト

者ハ

、
可シ

飲当ル

縁
発
心ニ

一。
諸ノ

楽ハ
ム

往
生ヲ

一輩
、

誰
-人カ

無ラ
ム

此ノ

心
一乎
。
如
壱上ニ

出ス

大
日
経
所
説ノ

一。
初
発
心
、
既ニ

未タス

飲分
-壱別
邪
正
是
非ヲ

一。

豈ニ

足ム

飲為ニ

飲難ト

乎
。
然ラ

者ハ

、
何ソ

依テ

溢菩
提
心ヲ

為ル
ニ壱先ト

一、
難カ

ラ
ム飲

入リ

壱往
生
門ニ

一乎
。

《
訓
》

然
も
経
論
の
所
説
、
多
分
に
大
乗
の
菩
提
心
を
説
く
。
是
れ
殊
勝
な
る
が
故
に
、

人
を
し
て
大
乗
に
向
は
し
め
ん
が
為
の
故
に
。
小
善菩

カ

提
は
下
劣
な
る
が
故
に
、
二

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
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乗
道
に
入
る
は
、
諸
仏
の
呵
す
る
と
こ
ろ
な
る
が
故
に
、
諸
経
論
の
中
に
お
い
て

広
く
之
を
讃
ぜ
ず
。
是
の
故
に
、
懐
感
師
、「
中
品
往
生
の
人
、
菩
提
心
無
し
」

と
言
ふ
は
、
無
上
大
菩
提
心
を
指
す
。
然
る
に
「
至
心
発
願
」
と
言
ふ
は
、「
大

菩
提
心
を
指
す(63

)」
と
言
ふ
。
汝
ま
た
「
至
心
発
願
」
を
以
て
因
と
す
と
許
さ
ず
や
。

然
ら
ば
、
此
の
「
至
心
発
願
」
と
は
、
縁
発
心
に
当
る
べ
し
。
諸
の
往
生
を
楽
は

ん
輩
、
誰
人
か
此
の
心
無
か
ら
ん
や
。

上
に
出
す
『
大
日
経
』
所
説(64

)の
如
し
。
初
発
心
、
既
に
未
だ
邪
正
是
非
を
分
別

せ
ず
。
豈
に
難
と
す
る
に
足
ら
ん
や
。
然
ら
ば
、
何
ぞ
菩
提
心
を
先
と
す
る
に
依

り
て
往
生
門
に
入
り
難
か
ら
ん
や
。

註(63
)
懷
感
『
群
議
論
』「
以
四
十
八
弘
誓
願
中
説
（
中
略
）
此
願
中
既
言
。
発
菩
提

心
修
諸
功
徳
（
中
略
）
中
品
等
三
人
猶
未
発
無
上
菩
提
心
。
但
是
修
壱諸
功
徳
一

願
壱欲
生
一者
。
雖
飲得
壱往
生
一仏
不
壱来
迎
一。
不
飲違
壱本
願
一。
以
不
飲発
壱菩
提
心
一」、

『
大
正
蔵
』
四
七
、
六
八
頁
上
。

(64
)
『
摧
邪
輪
』
巻
中
「
如
壱大
日
経
第
六
三
三
摩
耶
品
第
二
十
五
云
一、
仏
言
、
有
壱

三
種
法
一、
相
壱続
除
障
一相
応
生
、
名
壱三
三
摩
耶
一。
云
何
彼
法
相
続
生
。
所
謂
初

心
不
飲観
壱自
性
一、
従
飲此
発
飲慧
、
如
実
智
生
離
壱無
尽
分
別
網
一、
是
名
壱第
二
心
菩

提
相
無
分
別
正
等
覚
句
一。
秘
密
主
、
彼
如
飲実
見
已
、
観
壱察
無
尽
衆
生
界
一、
悲
自

在
転
、
無
縁
観
菩
提
心
生
。
所
謂
離
壱一
切
戯
論
一、
安
壱置
衆
生
一、
皆
令
飲住
壱於
無

相
菩
提
一、
是
名
壱三
三
昧
耶
句
一〈
已
上
経
文
〉。（
中
略
）
此
中
所
説
菩
提
心
、
四

発
心
中
当
壱縁
発
心
一。
未
溢分
壱別
邪
正
是
非
一。
但
有
壱求
仏
之
心
一、
良
以
有
壱称
性

信
心
一者
、
誰
何
不
飲如
飲之
乎
」、『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
四
三
頁
下
〜
三
四
四
頁
上

／
『
大
日
経
』、『
大
正
蔵
』
十
八
、
四
二
頁
中
。

《
翻
刻
》

問
。
爾ラ

者ハ

、
諸
経
論ニ

、
何カ

故ソ

以テ

菩
提
心ヲ

一為ル

飲難ト

飲起シ

乎
。
如
何
。
答
。
宿
善
深

厚ニ
シ
テ

有ル

大
種
姓
一人ハ

易カ

飲発シ

故ニ

、
云フ

飲不ト

飲難
也
。
若シ

無ク
シ
テ

宿
善
一小
心
小
姓ナ

ル

者ハ

、
雖ト

モ

飲遇ト

壱善
友ニ

一、
不ス

飲肯セ

飲聞コ
ト
ヲ壱

深
法ヲ

一、
無シ

飲由シ

飲起ス
ニ壱此ノ

心ヲ

一、
唯
雖ト

モ飲有ト

壱厭
苦
欣
楽ノ

之
心
一、

更ニ

無シ

鰯楽
壱仏
境ヲ

一之
志
茨。
諸
経
論
、
依テ

壱此ノ

義ニ

一説
飲難ト

飲発シ

也
。
今ハ

唯
約シ

テ

大
種
【
十

七
丁
オ
】
姓ノ

人ニ

一作
此ノ

説ヲ

一而
-已
。

《
訓
》

問
ふ
。
爾
ら
ば
、
諸
経
論
に
、
何
が
故
ぞ
菩
提
心
を
以
て
起
こ
し
難
し
と
す
る

や
。
如
何
。

答
ふ
。
宿
善
深
厚
に
し
て
大
種
姓
有
る
人
は
起
こ
し
易
き
が
故
に
難
と
せ
ず
、

と
云
ふ
な
り
。
若
し
宿
善
無
く
し
て
小
心
小
姓
な
る
者
は
、
善
友
に
遇
ふ
と
雖
ど

も
、
深
法
を
聞
く
こ
と
を
肯
せ
ず
、
此
の
心
を
起
す
に
由
し
無
し
。
た
だ
厭
苦
欣

楽
の
心
有
り
と
雖
ど
も
、
更
に
仏
境
を
楽
ふ
の
志
無
し
。
諸
経
論
、
此
の
義
に
依

り
て
「
発
し
難
し
」
と
説
く
な
り
。
今
は
た
だ
大
種
姓
の
人
に
約
し
て
此
の
説
を

作
す
而
巳
。

《
翻
刻
》

是
故ニ

、
所ユ

-溢以ヘ

付
-壱属ス
ル

名
号ヲ

一者ハ

、
深ク

察ス
ル
ニ

宗
趣ヲ

、
設ヒ

雖ト
モ飲無ト

余
行
一、
念
心
甚
深ナ

ラ

者ハ

、

可キ

往
生ス

一也
。
於テ

ハ

其ノ

念
心ニ

一、
以テ

菩
提
心
一【
三
七
二
頁
上
】
可
飲為
根
本ト

也
。
然ニ

何ソ

以テ

菩
提
心ヲ

一可キ

飲云フ

飲抑ト

壱念
仏ヲ

一耶
。
撿フ

レ

抑ノ

字ヲ

一者ハ

、
玉
篇ニ

云ク

、
損ス

ル

也
。
即チ

是レ

菩
提

心
云フ

飲損ス
ト飲念

仏ヲ

一也
。
若シ

爾ラ

者ハ

、
被ル

ヽ飲損セ

壱菩
提
心ニ

一名
号ハ

者
、
可シ

飲為ス

壱天
魔
波
旬ノ

之

名
号ト

一。
豈ニ

以テ

阿
弥
陀
如
来ヲ

一非ス

飲為ニ

壱天
魔
波
旬ト

一乎
。
非ス

飲謂ニ

壱諸
仏ノ

之
怨
敵ト

一乎
。

明
恵
撰
『
摧
邪
輪
』
巻
下

訓
・
註

試
稿
（
二
）（
米
澤
実
江
子
）

九
七



勿レ

飲謂コ
ト、
勿レ

飲謂コ
ト。
上
品
円
満
之
邪
見
、
何
事カ

過キ
ム飲之
乎
。

《
訓
》

是
の
故
に
、
名
号
を
付
属
す
る
所
以
は
、
深
く
宗
趣
を
察
す
る
に
、
設
ひ
余
行

無
し
と
雖
ど
も
、
念
心
甚
深
な
ら
ば
、
往
生
す
べ
き
な
り
。
其
の
念
心
に
お
い
て

は
、
菩
提
心
を
以
て
根
本
と
す
べ
き
な
り
。
然
る
に
何
ぞ
「
菩
提
心
を
以
て
念
仏

を
抑
う(65
)」

と
云
ふ
べ
き
や
。

「
抑
」
の
字
を
撿し

ら

ぶ
れ
ば
、『
玉
篇
』
に
云
く
、「
損
す
る(66

)」
な
り
。
即
ち
是
れ

「
菩
提
心
、
念
仏
を
損
す
」
と
云
ふ
な
り
。
若
し
爾
ら
ば
、
菩
提
心
に
損
せ
被
る

る
名
号
は
、
天
魔
波
旬
の
名
号
と
す
べ
し
。
豈
に
阿
弥
陀
如
来
を
以
て
天
魔
波
旬

と
す
る
に
非
ず
や
。
諸
仏
の
怨
敵
と
謂
ふ
に
非
ず
や
。
謂
ふ
こ
と
勿
れ
、
謂
ふ
こ

と
勿
れ
。
上
品
円
満
の
邪
見
、
何
事
か
之
に
過
ぎ
ん
や
。

註(65
)
法
然
『
選
択
集
』「
凡
散
善
十
一
人
、
皆
雖
飲貴
而
於
壱其
中
一、
此
四
箇
行
当
世

之
人
殊
所
飲欲
之
行
也
。
以
壱此
等
行
一殆
抑
壱念
仏
一」、『
昭
法
全
』
三
四
三
頁
。

(66
)
『
大
広
益
会
玉
篇
』
六
、【
参
照
】
末
木
文
美
士
「『
摧
邪
輪
』
巻
中
・
下
引
用

出
典
注
記
」、『
佛
教
文
化
』
十
四

十
七
、
一
九
八
四
年
。

《
翻
刻
》

又
仏
之ノ

字
、
即チ

是レ

菩
提
也
。
此ノ

義
如シ

壱上ニ

出ス
カ一。

仏
陀
此ニ

ハ

云
飲覚ト

、
菩
提
此ニ

ハ

云
智ト

。

名
異
義
同
。
然ニ

、
就テ

阿
弥
陀
仏ノ

名
字
一釈セ

其ノ

義ヲ

一者ハ

、
若シ

就カ

壱字
義
一者ハ

、
阿
字
者ハ

本

不
生ノ

義
、
此レ

諸
法ノ

本
際
、
離ス

ル

空
有
二
辺ヲ

一義
也
。【
十
七
丁
ウ
】
弥ト

者ハ

吾
我
不
-可

-得
、
人
-法
二
我
倶ニ

空ナ
リ。
謂ク

、
依カ

本
際
不
生ナ

ル
ニ一
故
也
。
帯セ

リ

短ノ

伊ノ

音ヲ

一。
即
是
根
本ノ

義
也
。
謂ク

、
生
死ノ

本ハ

以
人
法
二
執ヲ

一為
根
本ト

一。
阿
字
不
生ノ

心
地ニ

、
此ノ

二
我
都テ

無キ

自

性
一也
。
此ノ

二
我
無
自
性ノ

処ヲ

名ク

真
如ト

一。
即チ

是レ

陀
字
、
如
如
不
可
得ノ

義
也
。
此ノ

真
如

性
、
離ス

情
謂ノ

四
句ヲ

一。
是ヲ

云
不
可
得ト

一〈
且ク

約ス

順
観ニ

、
逆
観
准
-知
〉。

《
訓
》

ま
た
「
仏
」
の
字
、
即
ち
是
れ
菩
提
な
り
。
此
の
義
、
上
に
出
す(67
)が

如
し
。
仏

陀
此
に
は
「
覚
」
と
云
ひ(68

)、
菩
提
此
に
は
「
智
」
と
云
ふ
。
名
異
義
同
な
り
。

然
る
に
、
阿
弥
陀
仏
の
名
字
に
就
き
て
其
の
義
を
釈
せ
ば
、
若
し
字
義
に
就
か

ば
、「
阿(69
)」

字
は
本
不
生
の
義
。
此
れ
諸
法
の
本
際
、
空
有
の
二
辺
を
離
す
る
義

な
り
。「
弥
」
と
は
吾
我
不
可
得
、
人
法
二
我
、
倶
に
空
な
り
。
謂
く
、
本
際
不

生
な
る
に
依
る
が
故
な
り
。「
短
の
伊(70

)の
音
」
を
帯
せ
り
。
即
ち
是
れ
根
本
の
義

な
り
。
謂
く
、
生
死
の
本
は
人
法
二
執
を
以
て
根
本
と
す
。
阿
字
不
生
の
心
地
に
、

此
の
二
我
都
て
自
性
無
き
な
り
。
此
の
二
我
無
自
性
の
処こ

と
わ
りを

「
真
如
」
と
名
づ
く
。

即
ち
是
れ
「
陀
」
字
、
如
如
不
可
得
の
義
な
り
。
此
の
真
如
性
、
情
謂(71

)の
四
句
を

離
す
。
是
を
不
可
得
と
云
ふ
。〈
且
く
、
順
観
に
約
す
。
逆
観
准
知
せ
よ
〉。

註(67
)
『
摧
邪
輪
』
巻
中
「
若
順
壱梵
文
一者
、
可
飲有
飲云
壱仏
念
一。
然
仏
者
菩
提
也
、
念

義
在
飲心
也
。
即
菩
提
者
一
切
智
智
、
心
者
念
一
切
智
智
心
也
」、『
鎌
倉
旧
仏
教
』

三
六
〇
頁
下
。

(68
)
【
参
考
】
澄
観
『
演
義
鈔
』、『
大
正
蔵
』
三
六
、
一
三
三
頁
上
。

(69
)
「
阿
」、
悉
曇
十
二
摩
多
（
母
音
）
の
一
つ
。「
一
切
法
教
の
本
源
」
と
釈
す
。

阿
字
本
不
生
の
理
を
さ
と
る
に
は
如
実
知
自
心
の
義
に
し
て
一
切
智
智
な
り

（『
密
教
大
辞
典
』（
縮
刷
）
一
頁
）。

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
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(70
)
「
伊
」、
悉
曇
十
二
摩
多
（
母
音
）
の
一
つ
。「
一
切
法
根
不
可
得
」
と
釈
す

（『
密
教
大
辞
典
』〔
縮
刷
〕
一
頁
）。

(71
)
「
情
謂
」、「
情
」
は
情
識
、「
謂
」
は
言
謂
・
分
別
や
言
語
を
い
う
。
我
々
の
分

別
（『
中
仏
』
中
、
八
三
三
頁
）。

《
翻
刻
》

覚
-壱知ス
ル

此ノ

義ヲ

一人ヲ

名ル

飲仏
也
。
上
三
字ハ

所
覚
。
仏ノ

字
是レ

能
覚
也
。
上ノ

三
字ハ

是レ

理
。
下ノ

一
字ハ

是レ

智
、
理
智
円
満ス

ル
ヲ

為ス

飲仏ト

。
即
是
菩
提
涅
槃
二
転
依ノ

果
也
。
是
故ニ

唱ニ

此ノ

名

字ヲ

一、
即
含
-壱蔵ス
ル

無
辺ノ

功
徳ヲ

一也
。
然ニ

若シ

無ク
ハ

仏ノ

字
一、
上ノ

三
字
、
未タス

壱必シ
モ

人ナ
ラ一。

唯
是レ

諸

法ノ

実
義
也
。
結シ

テ

上ノ

三
字ヲ

一属ス

飲人ニ

、
即
是
阿
弥
陀
仏
也
。
是ノ

故ニ

仏ノ

言
者ハ

、
即
是
菩

提
心
也
。

《
訓
》

此
の
義
を
覚
知
す
る
人
を
「
仏
」
と
名
づ
く
る
な
り
。

上
の
三
字
は
「
所
覚
」。「
仏
」
の
字
、
是
れ
「
能
覚
」
な
り
。

上
の
三
字
は
是
れ
「
理
」。
下
の
一
字
は
是
れ
「
智
」。
理
智
円
満
す
る
を

「
仏
」
と
す
。
即
ち
是
れ
菩
提
涅
槃
二
転
依
の
果
な
り
。
是
の
故
に
此
の
名
字
を

唱
ふ
る
に
、
即
ち
無
辺
の
功
徳
を
含
蔵
す
る
な
り
。
然
る
に
若
し
「
仏
」
の
字
無

く
ん
ば
、
上
の
三
字
、
未
だ
必
ず
し
も
人
な
ら
ず
。
た
だ
是
れ
諸
法
の
実
義
な
り
。

上
の
三
字
を
結
し
て
人
に
属
す
。
即
ち
是
れ
阿
弥
陀
仏
な
り
。
是
の
故
に
「
仏
」

の
言
は
、
即
ち
是
れ
「
菩
提
心
」
な
り
。

《
翻
刻
》

又
就テ

【
十
八
丁
オ
】
字
義ニ

一旋
転
観ノ

時キ

、
順
逆
絞
絡シ

テ、
終ニ

帰ス

壱初ノ

阿
字ニ

一。
其ノ

阿
字ト

者ハ

、

即
菩
提
心
也
。
阿
字
観ノ

義
、
此ノ

中ニ

可シ

広ク

説ク

一。
即
是
阿
弥
陀ノ

名
字ノ

体
也
。
汝
勧メ

テ壱称

名ヲ

一而
以テ

菩
提
心ヲ

一云フ

飲抑
壱念
仏ヲ

一。
既ニ

如シ

飲云カ

壱我カ

母
是レ

其ノ

石
女ナ

リ
ト一。

即
犯
壱自
語
相
違ヲ

一

也
。
可シ

飲咲
、
可シ

飲咲
。
又
阿
弥
陀
、
此ニ

ハ

云フ

無
量
寿ト

。
然ニ

云フ

無
量
寿ト

一時ハ

、
未タス

壱必シ
モ

知ラ

淫仏ト

、
終ニ

云フ

飲仏ト

時
、
即チ

是レ

為ス

阿
弥
陀
如
来ト

一也
。【
三
七
二
頁
下
】
若シ

爾ラ

者ハ

、
字

義
句
義
、
倶ニ

以テ

菩
提
心ヲ

一為ス

仏
体ト

一。
汝
何ソ

以テ

仏
体ヲ

一云フ

飲妨
-碍ス

ト

仏
体ヲ

一乎
。

《
訓
》

ま
た
字
義
に
就
き
て
「
旋
転
観(72

)」
の
時
、
順
逆
絞
絡(73

)
し
て
、
終
に
初
め
の

「
阿
」
字
に
帰
す
。
其
の
「
阿
」
字
と
は
即
ち
「
菩
提
心
」
な
り
。「
阿
字
観(74

)の

義
」、
此
の
中
に
広
く
説
く
べ
し
。
即
ち
是
れ
阿
弥
陀
の
名
字
の
体
な
り
。

汝
、
称
名
を
勧
め
て
、
而
も
「
菩
提
心
を
以
て
念
仏
を
抑
う
」
と
云
ふ
。
既
に

「
汝
が
母
は
是
れ
其
の
石う

ま
ず
め女

な
り
」
と
云
ふ
が
ご
と
し
。
即
ち
自
語
相
違
を
犯
す

な
り
。
咲
ふ
べ
し
、
咲
ふ
べ
し
。

又
「
阿
弥
陀
」、
此
に
は
「
無
量
寿
」
と
云
ふ
。
然
る
に
「
無
量
寿
」
と
云
ふ

時
は
、
未
だ
必
ず
し
も
「
仏
」
と
知
ら
ず
、
終
に
「
仏
」
と
云
ふ
時
、
即
ち
是
れ

「
阿
弥
陀
如
来
」
と
な
す
な
り
。
若
し
爾
ら
ば
、
字
義
・
句
義
、
倶
に
菩
提
心
を

以
て
「
仏
体
」
と
す
。
汝
、
何
ぞ
、
仏
体
を
以
て
「
仏
体
を
謗
碍
す
」
と
云
ふ
や
。

註(72
)
「
旋
転
観
」、【
参
考
】
明
恵
『
華
厳
仏
光
三
昧
観
秘
宝
蔵
』「
字
輪
観
是
真
言
中

禅
法
也
。
但
彼
有
壱順
逆
観
。
准
壱常
途
八
定
一。
有
壱順
入
逆
入
法
一。（
中
略
）
今
字

輪
定
、
上
置
壱一
切
法
言
一、
下
置
壱不
可
得
言
一。
故
一
一
字
、
皆
無
飲非
壱入
理
門
一。

明
恵
撰
『
摧
邪
輪
』
巻
下

訓
・
註

試
稿
（
二
）（
米
澤
実
江
子
）

九
九



故
名
字
輪
観
。
亦
名
壱旋
転
観
一」、『
大
正
蔵
』
七
二
、
九
六
頁
中
。

(73
)
「
絞
絡
（
交
絡
）」、
相
互
に
関
係
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
・
入
り
交
じ
り
絡
み
合

っ
て
数
の
多
い
こ
と
（『
中
仏
』
上
、
三
〇
一
頁
）。

(74
)
「
阿
字
観
」、
自
己
の
本
源
を
阿
字
本
不
生
と
観
じ
て
、
阿
字
の
一
字
に
自
身
の

源
底
を
徹
見
す
る
観
法
（
佐
和
隆
賢
編
『
密
教
辞
典
』〔
法
藏
館
、
一
九
八
五
年
〕

六
頁
）。【
参
考
】
一
行
『
大
日
経
疏
』「
此
阿
字
者
即
是
一
切
諸
仏
之
心
」、『
大

正
蔵
』
三
九
、
七
〇
五
頁
下
。

（
よ
ね
ざ
わ

み
え
こ

法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
嘱
託
研
究
員
）

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
一
〇
号

一
〇
〇


